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第 章  国 電機産業 弱く った ？ 

 

 国 電機産業 業績低 課題 構造 

 

国 高 経 長 主 製造業 躍進 遂 言う い

中 電機産業 顕著 献 業種 一 あ 総 省統計局 実

い 科学 術研究調査 参考文献 [1] 全製造業

総売 高約 う 電機産業 約 程 占

代 電機産業 総売 高 等 況 見舞わ い

～ 程 長 遂 業種 あ  
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 図  国 電機産業 均売 高 営業利益率 研究開発費比率 推移 

 

国 電機産業 社当 均売 高 売 高営業利益率 売 高研究

開発費比率 い ～ 推移 あ 見舞

わ 代 含 代 社あ 売 高 調 増 い

代 比較的 気 良 ～

程 長 留 い 電機産業 業績 い 見 売 高

営業利益率 顕著 あ 第 直前 ～
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い ～ 程 あ 以降 崩壊

崩壊 ン 見舞わ い 均

～ 程 い  

一方 代 売 高 占 研究開発費比率 あ

代以降 研究開発費比率 ～ い わ 研究開発投資 増

傾向 あ 企業業績 傾向 あ いう あ 研究開発効率

研究 問 意識 中心 据え  

研究開発効率 数 間 試験研究開発費 積 翌 以降数 間

積営業利益 子 指標 言う 多 様々 府系 民間 研究機関

使用 い 例え 近 大塚 [2] 指標 使 元

考え方 [3] 代表例 挙  

節 用い 数 前掲 参考文献 [1] 各 報告書

第 表 研究 行 い 会社 い 会社数 総売 高 営業利益高 社 使

用研究開発費 引用 算出 あ  

論文 電機産業 参考文献 [1] い 昭和

電気機械 業 類 ～ 電気

機械器 業 情報通信機械器 業 電子部品 業 類

～ 電子部品 電子回路製造業 電気機械器 製造

業 情報通信機械器 製造業 類 い 業種 あ  

 

国 電機産業 い 研究開発効率 何故 い 述 様々

先行研究 あ 多数 先行研究 研究 関連付 整理 問 意識 背

構造 明  

研究開発 企業業績 関 最 ン 表 因果 あ

研究開発 や 売 い 行動や 象 繋 因果関 矢 示

あ 因果 使わ 検討手法

あ 手法 解 第 章 行う  

研究開発 行い 果 出 製品設計 産 出来 う

売 大 製造原価 引 効果 売 総利益

増 投資 能 研究開発費 増 一層研究開発 果 高 いう
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あ 術 長 付

強 働 業績 大 研究開発 一層活発 高

長 遂 い いう状態 国 高 経 長期 強 機

能 仮  
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    図  研究開発 業績 売 や利益 を中心 した因果 図 

 

前述 問 意識 背 阻 う 構造 以降

国 電機産業 生 考え 出来 一 市場条件 あ

求 製品 造 あ 価格 製品 投入 競合企業

現 あ 構 因果関 一部

う場合 あ 例え 研究開発 設定 業戦略 研究開発

果 製品設計 産 繋 因果関 A 弱 う 場合 あ

目 側 場合 あ 例え 研究開発

果 多数出 場合 業 人員や設 経営資源 必要

経営資源 特 人 育 整 時間 資

源 付 資源調整時間 長 現

資源 最適資源 間 生 製品設計 産 出来
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以 う 因果 要素 先行研究 調査  

市場条件 変 言及 い 新宅 [4] 藤 [5] 川 [6] 川

[7] あ 水 業 代表 う 企業間 引形態 変 や 実現 標

準 ン 製品 変 垂直統合型

自前主義 摺 合わ 型 強 国 電機産業 追 出来

様々 実例 挙 指摘 い 例え Intel 社や Arm 社

世界標準 作 使う場合 国 電機産業 得意

合わ 要 あ 電機製品 研究開発や製造 関 経験 企業 あ

製品 容易 新興国 人件費 い地域 企業 価 品質 良い製品 世界

的 供給 企業 製品競 力 失わ いう指摘 あ  

因果関 いう先行研究 榊原

[8] 研究開発投資 伸 設 投資 増え い い う 研究開発

果 業 繋 い い 指摘 経営者 欧米 基礎研究 時代

終焉 捉え 大規模 基礎研究所 作 代 半 大型研究所

業戦略 術戦略 研究開発 効率 大 関 い

基礎研究所 新設や基礎研究 大 い 西 [9] 様 指摘 背

あ 終わ 基礎研究 いう認識 あ

榊原 指摘 様 あ 業戦略 連鎖 術戦略 基 い 選択

中 行 い いう指摘 あ  

以 因果関 指摘 時 資源

大 指摘 い 先行研究 あ  

部 [10] 研究開発投資 製品や利益 結 い理 い 企業 ン

調査 析 経営戦略面 企業 ン 足や独自

構築 挙 術戦略面 術 中投資 少 業戦略面 製品開発

過 応 挙 い 選択 中 領域 中投資

いう意味 因果関 A 弱 いう あ 製品開発

過 応 人 育 疎 資源 大 いう指摘

あ  

大塚 前掲書 [2] 企業 競 力 要因 術人 弱 補う

ン 研究開発体制 弱 研究開発投資 益 中 い 挙
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人的資源 弱 資源 大 研究開発 益 高い ン

い いう意味 因果関 A 弱 指摘 い 言え  

松原 [11] 製品価 決 要 術 い 関わ

国 産業 派遣労働者や外注 任 要 術 社

指摘 要 術 あ 関わ 術者 いう経

営資源 蓄積 い い いう意味 現 資源 枯 資源

大 い 言え  

以 指摘 国 製造業 現状 析 過去 原因 明示 いう意味 価

あ 果 あ 原因 処方法や 組織変革 実践

的 方向性 筆者 知 限 示 い い  

例え 前述 川 指摘 経 産業省 表 産業構造 ン

引用 検討過程 い 産官学 議論 わ 主要

製造業 経営 部 議論 参 い 鑑 国 製造業 経営者

理解 い 思わ あ 故 解 い 出来 い いう状況

わ い う 見え 体的 水 業 標準 ン

中 高 長期 垂直統合型自前主義 体験 抜 出 自社

行う 業 選択 業 中 いう 選択 中 意思決定

い い 言え  

解 い 出来 い いう状況 国 電機産業 制 組

人 含 企業 構造的 課 包 い 仮

国特 課 外 例 見 必要 あ  

金 [12] 国 家電機器製造業 比較 好業績 実現 い

ン電子 析 行 い 社 新経営 い 策 機意識

共 視 経営 質 視 経営 企業体質転換 ン電子 優良

ン 変革 主張 韓国国 高い評価 い 心 社員 機意

識 醸 米市場 現場 社員 実情 見 庫処 売 物

払 少 高価格 売 行う製品 品目 絞 基 方針 沿 打

手 数多 打 結果 変革 遂 強 象 選 製品 業部や

部門間 利害関 越え 経営者 強力 優先的 中投資

行い ワ 利用 最高 人 引 抜 惜 い 選
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択 中 活用 組織 ン 言わ う 緻密 組織

ン 全社最適 結果 あ 指摘 ン ゆ

ン 強 維持 懸念 指摘 い 自社 組

明確 ン 徹底 社 躍

進 原因 言 い あ  

国 業績 優 企業 あ 清水 [13] 一部 部 場企業 社 象

回都合 回 及 ン 調査 実 国 企業 組織能力 業績指標

相関関 抽出 い ン 構築 透 従業

員 意欲 激 術開発 長性 益性 全性 いう業績指標 寄

再 ン構築 確 高 い  

ン電子 例 清水 析結果 市場 神 見え 手

企業 いう 人 見えう 手 制 組 いう形 企業

包 い 言え  

新 [14] 市場秩序 神 見え 手 主要 機能 依 い

新 いう 動態的秩序 制 いう 人 見えう 手 多 依 い

制 一部 例示 新 論文 中 活動環境 企業 適応行動

多様性 あ いう 指摘 引用 新 整理 以 種類 適

応行動 言 い  

 市場 費用 価格 益性 変  

価格 数 調整 応 あ 派的適応 

 製品 需要 長率  

利潤機会 索 投資 応 あ 長適応 

 製品 術変 関連 術機会  

ン 模 術的向 応 あ ン 的適応 

新 適応行動 種類 類 経営者 意思決定 類 当

考え や新 指摘 適応 行う 情報

策候補 設計 選択 行い 実行 必要 あ Simon 定義

意思決定 広義 あ Simon[15] 意思決定

関 創始的研究 意思決定 情報活動 設計活動 選択活動

検討活動 以降 意思決定 関 研究
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Simon 基 い い  

意思決定 関 先行研究 概 種類 意思決定 関 論

見 一 企画 開発 生産 売 いう ン 意

思決定 や意思決定 情報 遅 関 論 あ 庫調整や

価格決定 意思決定 関 いう意味 新 類 いう 派的 応

論 近い う一 自社 供 製品や 範 決定

いう 業 ン選択 関 意思決定 問 あ 市場 長率 高い ン

中 いう観 新 類 いう 長適応 近 研究開発投資 自社

ン 誘起 い領域 中 いう観 新 類 いう ン 的

適応 近い  

合わ 派的適応 資源

調整 い いう問 あ 長適応 ン 的適応 業

戦略 連鎖 領域 研究開発 ン 中 因果関 繋 う

いう問 言い換え  

派的適応 あ 意思決定 関 先行研究 第 章 冒頭

長適応 ン 的適応 あ 製品 範

選択 意思決定 関 先行研究 第 章 冒頭  

 

以 国 電機産業 研究開発効率 要因 い 先行研究 い 紹

用 先行研究 各々 部 的 要 課 い 部 的

あ ゆえ 的 解決策 繋 い い 新 捉え い 派的

適応 長適応 ン 的適応 類 う 元 大局的 え 必要 あ

筆者 考え い わ う 全体像 課 捉え 必要 あ い

う考え方 あ 大局的 析 現場 透 う 解決策 起

い いう ン あ  

紹 含 多数 先行研究 踏 え 前述 資源 中

最 蓄積 時間 術者 いう 蓄積 筆者 興味 持 得 い

的蓄積 いう意味 捉え 派的適応 あ 自社 蓄積 術領域 特定

術蓄積 え いう 長適応や ン 的適応 あ 連関

議論 論文 展開 い い  
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 本研究 明 す こ  

 

前節 述 問 意識 基 い 研究 解明 ン 整理  

第一 意思決定 策実行 関 第 章 述 先行研究 い

意思決定 前 情報や 策 遅 意 い結果 招 指摘 多

見 実践 経営 場 い 情報伝 遅 能 あ

策実行 い 意思決定 効果 得 時間 能

あ いう 資源 例外的 状況

い 能 あ 遅 いう 情報

入 情報 活用 伴う 遅 全 良

いうわ 最適 あ 企業 巻 環境

わ 市場環境 異 能性 あ 国 電機産業 様 多角 い 場

合 意思決定 前 あ 情報伝 や 策実行 異 業 一組織

包 意思決定 関わ 最適 業 異 いう

研究 明 出来 述 選択 中 必要性 関 従来無

側面 論 研究 一 目的  

第 選択 中 意思決定 策実行 長期的業績 最大

時 短期的業績 う い 明 う 振 舞い 得

企業 構造的 表 試 いう 因果関 A 強

いう え 選択 中 適 出来 必要 最適資源 闇雲

増や 資源 出来 能性 あ

構築 企業 高 長期 国 う 市場 長率 高い状況

い 選択 中 行わ 多角 戦略 業績 伸 い いう過去 実

績 一 確認 国 電機産業 包 構造

様 振 舞い 確認 意味 示 国 経

営者 選択 中 行う 価 い 構造的理解 出来 能性

あ 研究 目的  

以 析 企業 包 構造 明 思考 術

経営 国 電機産業 中長期的業績 寄 出 言 研究全

体 目的  
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 本論文 構  

 

前述 研究 国 電機産業 高 長期 比較 高い研究開発費 投

い 関わ い営業利益率 確保 い い いう問 出発

い 様々 先行研究 問 原因 析 示 い 関わ

国 電機産業 業績 改善 い い 筆者 研究動機 い

論文 示 う 長 阻 構造 近

生 いう仮 立 先行研究 仮 従 整理

企業活動環境 適応行動 関 意思決定 問 特 選択 中 意思決定

着目  

前 目的 研究全体 目的 体系的 明 論文 以

う 構  

 

第 章 国 電機産業 弱  

章 あ 前述 通 国 電機産業 業績 代 比 迷 い

いう問 意識 統計 用い 示 問 意識 背 あ ― う

構造 仮 起 ― いう 資源 調整

意思決定 問 因果関 A 強 業 ン

関 意思決定 問 要素 従

先行研究 整理 研究 明 明確  

第 章 指標 用い 伝統的 析  

企業 ン 析 行う手法 当然 方法論 伝統的 使わ

手法 研究 問 意識 適応 手法 限界 見極  

体的 研究開発効率 異 数社 ン 企業 抽出 長性 益性 効

率性 全性 観 比較 研究開発効率 高 指標 関 性 析

結果 一部 指標 研究開発効率 間 相関

研究開発効率 諸表 定 目 算出 い あ 研究開発効率

要因 発見 い 従 研究 主 用い 方法論 適 あ

伝統的 析 用い 手法 代表的 企業 瞰 研究開発効

率 高い企業 いう ういう企業 い  
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第 章 研究 方法論  

研究 いう手法 主 用い 章 方法論

用い 理 方法論 解 行う 但 方法論 い 用 教科書 多数

方法論 解 避 研究 主 扱う企業 意思

決定 関連 構築 明 理解 必要 最 限 解 行う  

第 章 情報認知 策実行 関 意思決定 析  

前 述 研究 目的 一 い 析 行う わ 意思決定 関

情報遅 様々 経営資源 調整 策 実行 問

過去 先行研究 含 製造 売 庫管理 納期管理 関

活用 先行研究 見 い製品開発 独自

構築 製造業 基 要素 あ 生産 売 開発 企業業績 長

性 益性 効率性 全性 観 評価 能 企業経営 新 構築

記述 活用 原 料 定期的 高騰 無

競合製品 価格 無 軸 市場環境 組合 い 析

経営 断 関 情報 認知遅 企業 中長期的業績 大 影響 え

明 意思決定 関わ 情報認知 遅 短 業績 向

全 遅 短縮 う 投資 多大 費用 必要 業績改善

最 感 高い情報 遅 選択的 解消 効果的 あ 章 既 査

付 論文 発表 以 容 ン 長性 益性 効率性

全性 時 高 う 情報認知遅 最適 市場環境 応

示  

市場環境 異 複数 業 一企業 包 い 場合 一 的

経営 行う 失敗 業 生 出 あ い 複雑 経営 迫 示

一 企業 複数 業 包 市場環境 似 業 組織 割

立 各々 最適 ン 行う う 自社 ン

合 業 選択 中 行う 必要 あ いう 示唆 い  

第 章 業 ン 選択 中 業績 影響 え  

前 述 研究 目的 い 析 行う わ 選択 中

短期的業績 長期的業績 各々 う 影響 及 い 析 行う

高 長期 国 電機産業 研究 問 意識 配慮 好業績 実現
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実 整合性 検証 市場 長率 応 選択 中 効果

異 い 析  

結果 市場 長率 高い場合 選択 中 要 あ 市場 長率

あ 一定 以 あ 市場 長率 応 製品 ン 絞

合い 最適 示  

国 市場 長率 迷 い 単純 捉え 選択 中

行 製品 ン 絞 必要 あ いう 自社

い 市場 製品や地域 範 変 自社 見 市場 長率 ン

必要 あ いう 示唆 い  

第 章 国 電機産業 選択 中 遅  

第 章 市場 長率 ン期間全体 一定 選択

中 策 開始時期 固定 いう単純 い 選択 中 効果 無

市場 長率 い 効果 い 明 第 章 選択 中

開始時期 着目 着手 遅 場合 影響 い 析  

結果 型市場 長 市場 長 選択 中

開始時期 遅 場合 企業 中長期的業績 的 結果 示  

第 章 様 自社 い 市場 製品や地域 範 変

え 自社 見 市場 長 黎明期や 入期 あ う 必要性 示唆 い  

第 章 思考 術経営  

第 章～第 章 通 国 電機産業 抱え 課 整理 経

営資源 蓄積 長期的業績 要 あ 関わ 業目標 損益計算書 代

表 う 視 研究開発 指標 損益計算書 研究開発費 売 や営業

利益 測定 い いう実態 触  

第 章 析結果 能 術者 含 術資産や開発設計能力 強 怠

減少 一 減少 回 時間 要 計画的 蓄積 必要 あ

手法 例 思考 術経営 言

思考 術経営 実現 方法 一例 紹 従来 企業 目立

う 術 含 注力 術 定義 短期的業績確保 優

先 い中長期的 術蓄積 疎 い 組織 あ 方や運営 い

述  
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第 章  務指標を用いた伝統的 分析 

 

前述 国 電機産業 研究開発効率 代 比較 い

企業 見 研究開発効率 高い企業 少  

 

 

         図  研究開発効率 長率 企業間比較 

 

電機産業 属 主 企業 研究開発効率 長率 比較 あ 軸 研

究開発効率 あ ～ 間 研究開発費合計

～ 間 営業利益合計 子 指標 あ

間 投資 研究開発費 間 回 出来 い 表 い  

研究 議論 い 研究開発効率 あ 軸 良い 例え

～ 将来 投資 抑制 研究開発費 絞 企業 研究開発効率

高 見え 将来 長投資 犠牲 短期的効率 過 い

味 売 長率 時 表示 縦軸

～ 前 売 高 長率 均 面積 各企業

売 高 示 い  
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研究開発効率 い企業 高い企業 ～ 段 類

売 高 大 い 代表的 電機 多 類 以 企

業群 属 い わ 立 東芝 松 電器 現

富士通 い 国 高 長 支え 思わ

企業 並 い 研究開発効率 子 ～ 営

業利益 あ ン 直前 好 気 時期 あ 言う い

時期 営業利益 子 研究開発 投 資金 回 い い いう

あ  

中 菱電機 う 研究開発効率 程 企業や う

研究開発効率 近 あ 高い 長 遂 い 企業 あ

ンや う 高効率 企業 い 何 う  

～ 類 ～ 社

指標 析 行  

以 企業群 い 中 規模 大 い企業 候補 家

電中心 松 電器産業 現 電や ｔｏ 中心 立製作所 社

 

効率企業群 い 規模 大 い 菱電機 様 研究開発効率

長率 高 ン 社  

中効率企業群 い 群 中 最 研究開発効率 高い

 

高効率企業群 い 規模 ン

電産 い 置 ン 異 ン ン い

統合 長 特徴 研究開発経費 長や 益

い い 能性 高い 検討 外  

章 以 抽出 企業 い 伝統的 企業評価 用い い 指標

析 試 前林 [16] 桜井 [17] 西山 [18] 析 関 教科書 掲載

い 指標 検討 中 西山 [18] 類 参考 企業

ン 長性 益性 効率性 全性 類 析

進 象企業 過去 参考文献 [19] 経

 版 用い  
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 長性 関す 務指標分析 

 

企業 長性 評価 指標 以 う あ  

売 長率   売 高 前 売 高 

営業利益 長率   営業利益 前 営業利益 

経常利益 長率   経常利益 前 経常利益 

当期利益 長率   当期利益 前 当期利益 

純資産増 率   期 純資産 前 期 純資産 

資産増 率   期 総資産 前 期 総資産 

 

利益 長率 益性指標 兼 資 や資産 増 率 効率性指標 兼

い 売 長率 用い  

  

売
長

率

 
       図  売 長率 対前 売 高比率 比較 

 

象企業 社 売 長率推移 比較 あ

い 業 業 現

企業 統合 治 思わ 特異 見

ン い 前 現 ン ン

治 思わ 大 特異 見 以外 期間

い 社 決定的 優劣 見 時期 変動 社 概

相似形 推移 気 外部環境変 考え
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う 単 長率 売 高 前 比 差異 い 言え

長期的 均 長率 比較 う う  

 

      

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

均 長率 均 長率

均
長

率

 
       図  均 長率、 均 長率 比較 

 

～ 間 均 長率 ～

間 均 長率 い 象企業 比較 あ 社 棒

行 研究開発効率 高い企業 あ 特 均 長率

概 肩 あ 菱電機 い 研究開発効率 高い企業 長

期的 均 長率 高い傾向 研究開発 果 売 長 献

結果 利益 回 増え 示 当然 結果 言え

原因 言及 困 あ  

菱電機 長率 い い 少 考察 永井 [20] 菱電機

電機 比 早 選択 中 進 企業 あ 指摘 い

ン 向 業 産業用機器 注力 強 中 長戦略 一環

電力 業 ン 業 ワ

業 交通 業 経営資源 中 い 領域

国 代表 大手電機総合 属 い 中 様 大手総合電機

あ 菱電機 領域 属 研究開発効率 超え い

い 均 長率 社 見え 理 強い 業あ い

益性 高い 業 選択 中 あ 推測  
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 収益性 関す 務指標分析 

 

企業 益性 評価 指標 以 う あ  

付 価 率  付 価 売 高 

付 価 売 高 原 料費  

売 総利益率  売 総利益 売 高 

売 総利益 付 価 製造固定費  

営業利益率  営業利益 売 高 

営業利益 売 総利益 管費  

経常利益率  経常利益 売 高 

経常利益 営業利益 営業外費用  

当期利益率  当期利益 売 高 

当期利益 経常利益 税金 配当等  

総資 当期利益率  当期利益 総資  

純資産当期利益率  当期利益 純資産 

 

最 段 指標 企業 社会 預 い 資 や資産 指標 あ

述 効率性指標 要素 含 い 検討 外  

指標 い 損益計算書 指標 あ 売 高 原 料費や直接労

費 差 引 付 価 得 付 価 製造 関 固定費 間接人件費や設

償 費 差 引 売 総利益 得 売 総利益 管費 売費 一般

管理費 研究開発費 試験研究開発費 含 い 差 引 営業利

益 得 製造業 業活動 わ 損益 あ 製造業

実力 営業利益率 測定 多い  

営業利益 営業外損益 利息 支払い等 的損益 差 引 経常利益

得 経常利益 特 損益 や減損処理 例外的損失 差 引

税引前利益 得 税引前利益 税金 差 引 当期利益 求  

製造業 社会 供 純粋 価 い 考え 議論 わ

あ 原 料 製品 顧客 供 製造業 意義 付

価 最 適 指標 言え 入 原 料費や売 高 会計 操作
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い 析比較 面 企業 表 い い期間 章

析 用い 出来  

売 総利益→営業利益 進 会計 操作 入 や 析 誤 懸念

あ 会計 操作 単 能 あ 中長期的 操作 困

あ 経費 翌 繰 延 利益 大 売 見

無い製品 製造 製造付 価 利益 操作 短期的

能 長期的 能 あ 回 長期 用い

析 精 高 売 総利益や営業利益 中心 析  

経常利益や当期利益 利息や配当 支払や減損処理 臨時的 影響

や 業活動 直接関 い損益 算入 検討 適 い  

 

%

%

%

%

%

%

%

売
総

利
益

率
%

 
           図  売 総利益率 比較 

 

象企業 社 売 総利益率推移 比較 あ  

全体 何 特徴 見出 出来 例え 示 研究

開発効率 算出 期間 ～ 付近 売 総利益率 序

ン ン 菱 立 序 あ 研究開発効率 高

い 序 異 い  
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売 総利益率 扱 い 製品 決 要素 多 料費 い 研究開発費

高い 品 う 製品 あ 掲載 営業人員 投入

売 汎用的 製品 あ 顧客 要求 一品一様 応 管費 比率 高

い 製品 いうわ あ 従 売 総利益 比較 電機産業

業績 迷 打 手 見出 困 あ  

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

売
高

営
業

利
益

率
%

 
          図  売 高営業利益率 比較 

 

象企業 社 売 高営業利益率推移 比較 あ  

各企業 見 前 近い営業利益率 示

い 以降 最大 前 迷 以 あ

営業利益率 代 程 ン 全 企業 概 傾向

あ 前述 問 意識 一 ン 減少傾向 見 代

良い 前 営業利益率 示 い  

ン 益性 維持 い い 原因 析

得 い 前述 研究 問 意識 中心 研究開発効率 あ

研究開発効率 子 営業利益 あ 営業利益 結果指標 近 要因

い あ  

 



- 19 -     

 効率性 関す 務指標分析 

 

企業 効率性 評価 指標 以 う あ  

総資産回転率  売 高 総資産 

固定資産回転率  売 高 固定資産 

棚卸資産回転率  売 高 棚卸資産 

売 債 回転率  売 高 売 債  

 

売 高 借 照表 定 目 何倍 い 示 指標 あ

記 子 営業利益や当期利益 用い 場合や 借 照表 目

用い 場合 あ 検討 い 企業経営 表現 や い 思わ

目  

借 照表 側 債 純資産 企業 資金調 う 行 い

示 性質 あ 定 目 用い 効率性 析 投資家や債 者 見 効率

性 あ 製造業 業活動 効率性 示 性質 い 回

検討 外  

総
資

産
回

転
率

 
            図  総資産回転率 比較 
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象企業 社 総資産回転率推移 比較 あ  

総資産回転率 売 高 総資産 指標 あ 企業 社会 預 い 資

産 活用 い 効率的 業活動 行 い 示 指標 あ 総資産 間売

高 時  

全 企業 概 ～ いう 研究開発効率

序 相関 見 特筆 特徴 見出 指標 見

効率 い会社 いう 自己資 比率 ～ 高い企業 あ

いう 方針 い う い 推測 業

遅い いう 言及 い  

固
定

資
産

回
転

率

 
           図  固定資産回転率 比較 

 

象企業 社 固定資産回転率推移 比較 あ  

固定資産回転率 売 高 固定資産 指標 あ 資産 中 設 固

定資産 着目 回転率 大 い 効率 良い 倍～ 倍 い

超え 設 投資 足 い 能性 あ 将来 投資 十 確認

必要 あ 倍 割 う 場合 設 投資 過 あ 能性 あ

い 使い方 指標 あ  

検討 目的 あ 企業間 差異 い 特筆 発見 得 傾
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向 代 比 傾向 あ 損益計算書 定 目 あ 人件費

昇抑制 目的 人手 生産 大型自動機 生産 移行

借 照表 設 増 原因 考え  

棚
卸

資
産

回
転

率

 
           図  棚卸資産回転率 比較 

 

象企業 社 棚卸資産回転率推移 比較 あ  

棚卸資産回転率 資産 中 庫 流動性資産 着目 回転数 大

入 売 期間 短 製造業 効率的 運営 出来 い 言え 製品

や 大 異 業間 比較や 一企業 動的変 析

行う 良 庫 増 や資金繰 知 行う  

研究開発効率 算出 用い 営業利益 ～ あ

期間 棚卸資産回転率 高い企業 研究開発効率 い

わ 棚卸資産 観 効率 高い企業 研究開発効率 い いう

示 い 筆者 仮 例え 携帯電 や ン等

う 入 出荷 期間 短縮 庫 最 い う

い市場 業 営 い 企業 益率 結果 研究開発効率

考え  

ン 企業 社 少 ～ いう限 時期
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得 結果 十 結果 い 仮 結果 い 実

企業 現 製品 ンや 捨 市場変 遅い市

場 移行 う 打 手 い 視 見 い市場

高い 益率 い 企業 発見 実 解決策

い  

売
債

権
回

転
率

 
           図  売 債権回転率 比較 

 

象企業 社 売 債 回転率推移 比較 あ  

売 債 回転率 製品 売 時 現金 入金 時間 早 示 指

標 あ 顧客 力関 や商 引 特性 い 異

性質 あ 売 高 急変動 場合や 変動 期 売 債 偶

然大 売 計 入金 影響 大 変動

場合 あ  

全体 や ン 家電製品 一般消費者向 製品 多い企業

効率 高い傾向 あ 立や 菱電機や ン 産業用機器 比率 高い企

業 い傾向 あ 従 指標 傾向 業界 特性 推測 研

究開発効率 相関 いう観 特筆 発見 出来  
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 安全性 関す 務指標分析 

 

企業 全性 評価 指標 以 う あ  

自己資 比率  純資産 総資産 

固定長期適合率  固定資産 固定 債 資  

流動比率  流動資産 流動 債 

当 比率  当 資産 流動 債 

  固定比率  固定資産 純資産 

 

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

自
己

資
本

比
率

 
            図  自己資本比率 比較 

 

象企業 社 自己資 比率 比較 あ  

自己資 比率 総資産 占 純資産 自己資 や株主資 いう あ 割合

表 指標 あ 逆数 あ 株主 預 資 債

え 資 何倍 総資産 使 業活動 い いう指標 あ

高い 積極経営 あ 将来 長性 期待 投資家視 少 い投資

多 ン 得 能性 高 ン 時 う 急激 気

発生 債 返 滞 う 変 起 資金繰
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約束 掛債 手形 渡 倒産 能性 高

全性 い 言え 逆数 あ 自己資 比率 高い 全性

高い いう あ  

代 社 自己資 比率 序 概 益率 高い い

損益計算書 益 得 借 照表 純資産 中 利益 余金 増

債 業 必要 総資産 確保 結果的 自己資 比

率 高 考え  

企業 債借入 容易性 異 債借入 容易 あ 株主

利益還元 進 純資産 増や い い 持 場合 考え

場合 単 経営者 い いう や 業

新設 大型投資 行う 債 行う場合 あ 場合 一時的

債 大 見え 企業 将来 良質 投資 あ 一定期間 回

能性 高い あ 一時的 自己資 比率 許容 い

従 指標 指標 様 複数 傾向 析

望 い 思わ い 研究開発効率 いう観 企業

ン 優劣 見出 困 あ  

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

固
定

長
期

適
合

率

 
          図  固定長期適合率 比較 
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象企業 社 固定長期適合率 比較 あ  

固定長期適合率 固定資産 純資産 固定 債 あ 現金

い性質 資産 長期資金 え い 示 指標 あ 以

あ 全 固定資産 長期資金 賄え い 固定資産

い流動資産 中 業 必要 運転資金 例え 売 債

時現金 い 固定長期適合率 あ 良い いう

更 い う 全性 高い いう 注意 必要 あ  

象企業 社 以前 例外 い ～ 範

ン 研究開発効率 比較 特筆 発見 実

得  

流
動

比
率

 
             図  流動比率 比較 

 

象企業 社 流動比率 比較 あ  

流動比率 流動資産 流動 債 あ 以 あ 短期的 現金

資産 短期的 返 債 回 い 返 能力 十 あ

意味 流動資産 中 売 債 や棚卸資産 庫 時換

金 い 目 含 大 い場合 全性 検討 注意

必要 あ  
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象企業 社 い 以 う ン 益性

高い企業 債 現金調 要 傾向 あ 結果 高い傾向

あ 益率 高い企業 研究開発効率 高い 流動比率 研究開発効率 序

概 一 指標 様 研究開発効率 要因 発見 得

 

 

当
比

率

 
           図  当 比率 比較 

 

象企業 社 当 比率 比較 あ  

当 比率 当 資産 流動 債 あ 子 棚卸資産 時換金

困 資産 含 い いう 流動比率 異 流動比率 一層厳密 短期的支

払い能力 示 指標 あ  

当 資産 例え 現預金 手形 売掛金 売 目的 価証券 含

流動資産 含 棚卸資産 繰 延 税金資産 換金困 含 い

売 債 い 時換金困 運転資金 含 い 注意 必要

流動比率 様 あ  

象企業 社 代以降 概 以 ン い

見 流動比率 比較 前述 う 益性 高い企業 結果
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高い傾向 あ 研究開発効率 序 概 一 指標

様 研究開発効率 子 あ 益性 相関 高い指標 研究開発効率

要因 発見 得  

 

固
定

比
率

 
            図  固定比率 比較 

 

象企業 社 固定比率 比較 あ  

固定比率 固定資産 純資産 自己資 あ 長期固定適合率

固定 債 含 い いう意味 長期固定適合率 比 厳 全性 測 指

標 あ  

象企業 菱電機 社 以降 極一部 期間 い

以 う ン い 菱電機 場合 固定比率 高い 長期固

定適合率 十 以 い 社 属 い 企業

特性 長期 債 得や い立場 あ 推測 指標 高 い

直 全性 い 言え い 考え  

指標 象企業 社 比較 い 研究開発効率 序 全 関連性

見 特筆 発見 得  
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 第 章 ま  

 

以 様々 指標 用い 比較 析 行 結局 研究開発効率 要因や

研究開発効率 向 策抽出 いう観 特筆 発見 実 得 数

企業経営 結果指標 あ 業績 原因 析 数 意味

定性的 析 必要 あ 表現 定 目 現 い要素 企業

包 い 企業 包 い 構造 課 全 捉え 出来

い あ  

西山 前掲書 [18] 中 ～ 諸表 基 比率 析 限界

あ 指摘 い 章 析結果 筆者 諸表 析 課

西山 限界 解 え 以 う  

 

会計方針 問  

い 認 会計方針 中 企業 任意 選択 場合 あ

方法 用 利益 諸表 数 大 変

う いう問  

 

得原価主義 問  

会計 得原価主義 基 い い 部 あ 現 時価主義

基 い い 指標 い 章 析 用い 過去 以 い

部 得原価主義 基 い 時価評価 強制 い う 資産 例え 土

地 い 諸表 数 実際 価 間 大 差 生 いう

問  

 

評価困 価 問  

産業 資 約的 設 産業 性質 人 産 いう性

質 強 研究 筆者 問 意識 選択 中 意思決

定 問 や企業 蓄積 い 術 業戦略 い あ

蓄積 人 依 う 術 資産 無形 あ う 無形 強

諸表 現 い いう問  
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業界特性 差異 問  

業種 あ 製品や 特性 原 料費 大 い場

合や 例え 品 う 研究開発費 多い場合や 顧客要望 一品一様

応 売費 大 い場合 企業間 単純比較 い う 様々 差異

要因 あ いう問  

 

長 差異 問  

長期 あ 企業 新規設 投資 盛 行う必要 あ 債 形固定資産

比率 高 能性 あ 定期 あ 企業 大規模 設 投資 要

傾向 あ い 単純比較 い いう問

 

 

以 う 指標 経営 析 限界 あ 一般的 経営 ン

ン 行う場合 う 諸表 析 え 経営者や管理者 ン

え 得 定性的 情報 様々 用い 析 経験 基 仮

立案 検証 いう作業 行わ 個 企業 特 的 析

あ 多 国 電機産業 研究開発効率 要因 析

い 能性 高い 諸表 析 時間 超え 因果関 捉え

い  

研究 動的 因果関 表現 定 情報 定性情報 接

動的 時間軸 考慮 析手法 用い 条件 整合

的 あ 思わ いう手法 あ 方法論

い 章 述  

 

 

 

 

 

 

 



- 30 -     

第 章  本研究 方法論 ッ 概要  

 

 ッ を方法論 し 用い 理由 

 

研究 析 方法論 思考

用い 理 方法論 以 特徴 い あ  

 

 特定 学問領域 閉  

学際的 多様 研究者 立 あ  

 定 的 指標 定性的 合い 含  

様々 使わ や要素 士 因果関 定義 析 能 あ  

 時系列 変 や振 舞い 原因 い  

構造的 捉え 適  

析 見え い 実 発見出来 能性 高い 

 

定性的 要素 含 変 扱 企業や組織 析 好例

Peter M. Senge 唱 学習 組織 研究 あ 発刊

Senge 参考文献 [21] 学習 組織 基 的 考え方 述 研

究 果 組織 現場 い 活用 参考文献 [22]や参考文献 [23] 応用手

引 書 あ 研究 ワ や組織 人々 ン 扱

原著 い ”Learning Organization” 記述 い 国 企業 い

研究 果 いう方法論 生 出 あ

知 い い ン 研 や組織力強 組織風土改革 組 応

用 い あ  

研究 目的 国 電機産業 抱え 構造的課 析 解決策 言

あ 電機産業 属 企業 扱う必要 あ 企業

多種多様 因果関 因果関 影響 え 複雑 あ 庫や設

調整 ン 因果関 あ 製品 売 行 製品開発部門や 売

部門 能力 因果関 Senge 先行研究 あ う 組織 能力 人 育

や人的資源管理 因果関 あ 特定 学術 超え 多種多様 因果関
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因果関 繋 あ 複数 形

い あ  

述 考え方 制御 学

常識 あ 制御 学 常識 社会科学 持 企業

析 国 電機産業 課 新 構造的 理解

益 あ 能性 高い  

以 経 学 経営学 組織社会学 益 先行研究 え

要素間 因果関 要視 前章 行 指標 析 要素

中 組 企業 包 い 因果関 構

造 着目 析 行う 思考 方法論

主 据え  

思考 い 益 教科書 い

例え John D. Sterman 発刊 参考文献 [24]や Daniel H. 

Kim  Virginia Anderson 発刊 参考文献 [25] 語 翻訳

思考 や ン ン いう ワ

益 文献 い 方法論 解 譲 研究

扱う企業 意思決定 関連 構築 明 理解 必要 最 限

解 以 行う  

 

 ッ ？ 

 

 定義 

 

いう問い Forrester[26] 一 共通 目的

共 働 合 あ 言 い Deming[27] 目

的 共 働 相互依 部品 ワ あ い

O’Connor[28] 含 複数 相互作用 通 機

能 維持 統一体 あ 言 い 以 跨 文献 目的 目

標 機能 維持 相互依 あ い 相互作用 あ 複数 部

的要素 合体 定義 いう言葉 定義
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う 確立 い 考え  

研究 扱う企業 企業理念的 や経 合理的 業績目標 含 企

業 統一 目的 掲 い 多数 人 従業員 合体 あ

捉え 問 い 考え 企業活動 形 い 人 従業員

や顧客 関 要 要素 あ 競合企業や協業企業 関

要 あ 資 預 い 株主や ン や制 整 許認

握 い 行 関 要 要素 あ 人 合体 いう捉え方

いう言葉 代表 う 経営資源全般 合体

捉え 労働者や経営者 前述 外部 関 含

設 や 庫 い 現金や 価証券 諸表 表現 資産 あ

え 企業活動 行う場合 極 要 情報 や 時間 経営資源

あ うい 全 合体 企業 あ 複雑 影響

あ い 考え  

 

 思考 

 

思考 い 構 複数 要素 士 因果関 視

要因 要素 増 減少 時 結果 要素 増 減少 う

場合 因果関 因果関 あ いう 一方 要因 要素 増 減

少 時 結果 要素 逆 減少 増 う 場合 因果関

因果関 あ いう  

出出出 人人

製製の製品 販売出量

Ｃ 排出量 地地地地

  
                      図  正 因果関係 例 
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因果関 例 あ 出生数(people/year) 人 (People) 関

出生数 増 減少 人 増 減少 結果 因

果関 あ 製品 品質 売数 関 や 排出

地球 機 関 様 あ  

          

死死出 人人

製製の製価 販売出量

Ｃ 削削削削

の実実

地地地地

 
図  因果関係 

 

因果関 例 あ 死亡数(people/year) 人 (people) 関

死亡数 増 減少 人 減少 増 結果 因

果関 あ 製品 価格 売数 関 や 削減 策 実

地球 機 関 様 あ  

用い 際 因果関 相関関 い 十

理解 必要 あ 例え あ 市場調査 結果 売 ン 売

連動 い 得 両者 間 因果関 あ 限 い

恐 気温 いう原因 売 ン 売 いう 結

果 生 推測 気温 売 間 気温

ン 売 間 因果関 あ あ 因果関 結果 あ

売 ン 売 間 直接 因果関 無 相関関

考え  

部 以 述 う 2 種類 因果関 複数 要素間 繋

合 複数 要素 経 元 要素 再 場合 あ わ 因果関

あ 因果 (Causal Loop)

示 う 2 種類  
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人人出出出

+

+

人人 死死出

+

-

 

       図  増強 左 衡 右  

 

一 う 形 全 因果関 因果関

場合 あ い 因果関 数 偶数個 あ 場合 増強 (Re-enforced 

Loop) いい 均衡状態 外 的 増 減少 い

う振 舞い う う 形 因果関

う 因果関 奇数個あ 場合 衡 (Balanced Loop) いい

均衡状態 外 束 い いう振 舞い  

瞰 複数 増強 衡 相互 影響 合

全体 振 舞い 決定 構造 捉え 要

視 う 考え方 入 全体 振 舞い 想定

実際 発生 振 舞い 課 構造 把握 最 影響 大 原因

要素 発見 振 舞い 表層的 解決策

質的解決策 見出 能性 高  

 

 ッ  

 

思考 析 効率 深 ン ン

数学 析 能 あ Forrester[29]

構造 微 方程式 合体 表現 全体 部 動的 振 舞

い ン 能 方法論 確立  

含 変数 庫 従業員数や人 い 部 蓄積

入庫 出庫や出生 死亡 単 時間あ

積 求 換言 流
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や流 出 あ 関 性 表現 あ  

 

      

人人

出出出 死死出

死死死出出死

 
          図  ッ ＆ 図 例 

 

例 あ 出生数 (People/Year)

死亡数 (People/Year) 2 変数 あ 人 (People)

あ 流入 ン (In-Flow)

流出 (Out-Flow)  

基 的 要素 明 以 第 4 章以降

析 理解 最 限 容 あ 前掲書 [24]  pp. 191-230 参

照い い  

章以降 実際 ン 析 行 い 前掲書 [24] p. 80 Sterman

述 い 留意 特 筆者 視 い 留意

ン 避 いう あ ン 際 現場

熟知 い ン 構築中 開 仮

設定 因果関 や変数 和感 い 現場 起 い 整合的

振 舞い 議論 指摘 あ 章以降 構築

現場管理者 現場管理者 経験 あ 人 議論 意見

ン あ 議論 1 種類 現場管理者 少

3 人以 意見 求 う 個 企業 了 得 い 記

載 い  

 

 

 

 

 



- 36 -     

第 章  情報認知 施策実行 関す 意思決定 分析 

 

 意思決定 関す 先行研究 

 

企業 術開発 果 業績 結 社 外 様々 変

捉え 情報 認知 意思決定 策 実行 いう 合理的 や

行う 要 あ 言う い 策 実行 意

状態 遅 当然 自社

注状況や生産状況 競合価格 情報 意思決定者 認知 情報 遅

 

Milgrom [30] う 経営 断 遅 人間 全 情報 知 得

い 知 得 偏 情報 用 う 人間 完全合理的 意思決

定 出来 い 生 う 中 意思決定者 入手 情報 基 い 庫

や出荷 考慮 生産能力調整や 売 調整 実行 削減状況や競合製

品 機能性能差 考慮 研究開発 配 決定 各部門 働 従業

員 動機付 策 総合的 決定 い い 合理的 決定

近 情報認知 一 打 手

教育や 投資 や 情報入手手段 高

困 あ 意思決定者 情報過多 意思決定 困 いう側面

あ 必要 情報 選択的 早 認知 う 必要 あ 情報認知

最適 求 容易 い  

意思決定 関 情報遅 扱 企業 先行研究 い 調査  

John D. Sterman 前掲書 [24] pp. 597-629 参照 顧客 注 出荷

時間 納期 顧客 購 意欲 影響 え 唯一 あ いう

ン 企業 記述 経営 断 種類

前期 売 高 いう情報 基 売人員数 調整 納期 いう情報 基 生

産設 稼働率 短期的調整 納期 いう情報 基 生産設 投資 長期的調整

定義 納期や売 高実績 意思決定者 認知 遅 時間 企業 長

大 影響 え 示 機能部門 割 部

ン Partial Simulation 各 意思決定者 合理的 あ
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関わ 企業全体 結合 ン い

意思決定者 足並 (Phase) 揃わ 周期的 機 迎え 示

Forrester[31] Morecroft[32] 元 Forrester 意 的

合理的 方針 う 相互作用 起 失敗 え 示 あえ

製品 市場 無限 あ い  

Bent E. Bakken[33] 自社製品 変費単価 競合製品 価格 需給 ン

売価格 決定 構築 意思決定者

認知 遅 自社 利益 最大 価格 束 多大 時間

示  

科大学 D-memos

論文 企業 意思決定 わ 情報 遅 や意思決定

遅 関 先行研究 代 中心 い あ  

例え Morecroft[34], Forrester[35], Morecroft[36] 前 紹 前掲書 [24]

pp. 597-629. 先行研究 あ  

Cleary & Morecroft[37] AT&T Ｘ 構 交換機 業戦略

析 設 投資 減価償 考慮 計算 試

Graham[38] ン近郊 実 企業 析 中間組立品 庫 含 製造 程

庫調整  

企業 部 的要素 各部門 意思決定者 合理的 断 い

関わ 企業全体 効率的 運営 出来 的 結果 招 示 益 研

究 あ 製造業 基 構 あ 生産 売 開発 包 長性

益性 効率性 全性 観 企業業績 多面的 ン 先

行研究 無 う あ  

代以降 企業 意思決定 関 研究 以 紹 う 情報や意思

決定 いう観 わ 新 類 いう 派的適応 いう観 超え

業 ン 選択 中 いう う 質的 意思決定問 新 類 い

う 長適応 ン 的適応 扱う う い う 選

択 中 意思決定問 第 章 第 章 検討 章 派的適

応 い 析 進  
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 構築 

 

 構築 考え方 条件 

 

前 益 先行研究 十 踏 え 現 電機産業 適用 う

独自 構築 構築 考え方 個 企業特 的 要素 排 複雑 企

業 出来 単純 将来的 回構築 企業特

的構造 付 企業経営 い 実用的 使え い

配 売価格 意思決定 関 基 的 要素 論 複雑 い限 組

わ 電機産業 い 研究開発 業 否 握 い 研究開発部

門 構造 い 新規 開発 行う 条件 範 以 通  

 

種類 製品 扱い 生産 売 開発 部門 構 企業 想定  

流通や商習 い 地理的条件 考慮 い  

競合企業 社 あ  

機能性能 価格 納期 顧客 購 意欲 効  

＋Ｔ三三Ｊ除陥Ｊ三 考え方 踏襲 飽和 い  

 

売 や利益 長性 益性 効率性 全性 観 全体 企

業 ン 観測 Kaoru Yamaguchi[39] 案 会計

(Accounting System Dynamics) 参考 諸表 構築

 

 

 情報遅 ン  

 

章 扱う情報 遅 影響 ン 表 あ  

情報 認知遅 考え 場合 誰 認知 要 あ 企業 情

意思決定 異 章 扱う企業経営 い 誰 特定

い 表 端 ン結果 変更 限 あ 意思

決定者 あ 定義 例え ン 場合 人的資源 策 処遇制
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目標管理制 変更 限 持 人 想定  

 

 

 認知情報 間受注量  

 

間 注 意思決定者 認知 策 実行 遅 構造

あ 庫や 注 調整 間 注 認知 生産要求 いう意思

決定 1 段目 ン 生産要求 生産能力 調整 「 段目

ン 情報 流 い  

 

間 注量

 

報告 間 注量

   

報告 間 注量調整時間

-

+

間 注量

報告 ッ

+

-

   

報告 間 注量の増減

在庫

+

+

生産

 出荷

 注残
+

<

出荷>

  

市場が要求す 納期

 

報告 注残

+

   

在庫が出荷に え 影響

+

 

在庫状況

-

+
最適在庫

<  

在庫カ ッ >

+

生産要求

+

-

+

 

生産能力

 

 在庫調整

-

+

-

 

 

生産能力調整

+

-

投資決心

+

<    

付加価値が投資に え 影響>

+

設備投資

 

注残調整

-

設備償却

  

注残調整時間

  

在庫調整時間

 

最適 注残

<  

 注処理時間>

  

 

生産能力調整時間

  

 

均生産能力 命

<  出荷>

共通ア

 

       図  間受注量 認知 施策実行 流  

 

       表  認知対象情報 情報 ョン 遅  

受注残調整時間

在庫調整時間

可変費単価

報告可変費単価

調整時間

報告可変費単価

競合価格

認知競合価格

調整時間

認知競合価格

売上高

報告売 高

調整時間

報告売上高

営業人員数

調整時間

→ 営業人員数

モチベーション 営業

認知モチベーション

営業

チベ ョン 営業

調整時間

→ モチベーション(営業

モチベーション 技術者

認知モチベーション

技術者

チベ ョン 技術者

調整時間

→ モチベーション(技術者

アクション結果のストック情報名

生産能力

調整時間

生産能力

目標販売価格

遅れなし

販売価格

調整時間

販売価格

認知の遅れ 認知済み情報ストック アクション の遅れ アクション の遅れ

認知 チベ ョン

調整時間

年間受注量

報告 間受注量

調整時間

報告年間受注量
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報告 間 注 意思決定者 認識 い 間 注 あ 時 実際

間 注 時 認知 認知 遅 生 常的 伝え 注

増減 一時的 的傾向 断 ヶ 程 間 注

確信 得 い 仮定 報告 間 注 調整時間 0沢1医＞Ｊ四三貨 いう

代入 遅 設定 調整時間 目標 現

調整時間 目標 近 い いう考え方

あ あ 時 ｔ ン 最 単 時間経過 時 ｔ 報告

間 注 数式 表 以 通 あ  

 

報告 間 注
医陥「貨 

医：ＳＮ陥除景＞Ｊ四三貨  

    医 報告 間 注 増減貨Ｉ陥 + 報告 間 注
医陥1貨  

   式  

 

式 報告 間 注 増減 式 う 表  

 

報告 間 注 増減 医：ＳＮ陥除景＞Ｊ四三

「

貨  

間 注 報告 報告 間 注 調整時間      式  

 

式 間 注 報告 間 注 い 意思

決定者 認識 実際 瞬間 注 差 あ 式 う 表  

 

  間 注 報告  医：ＳＮ陥除景＞Ｊ四三貨 

    間 注
医陥1貨

報告 間 注
医陥1貨

            式  

 

間 注 認知 最適 注 最適 庫 瞬時 計算 実

際 調整行 あ 注 調整 庫調整 目標 追 あ 行う

増減 激 振動 必要以 庫 積 い大 庫 余

時期 庫 余 生産 抑制 庫 足 時期 繰 返

う 一般的 あ 程 期間 目標 到

う 運営 通 あ 章 注 調整時間 0沢』医＞Ｊ四三貨 調整 い

式 ～式 う 表  

∫ 2

1

t

t
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注 調整医：ＳＮ陥除景＞Ｊ四三貨 

   報告 注 最適 注 注 調整時間        式  

 

式 報告 注 意思決定者 認知 い 注 あ 意思

決定者 認識 い 報告 間 注 直近 出荷 減 式

う 表  

 

  報告 注 報告 間 注 出荷  医：ＳＮ陥除景＞Ｊ四三貨       式  

 

式 最適 注 会社 方針 顧客 製品

目標時間 注処理時間 いう変数 表 式 う 表  

 

  最適 注 報告 間 注
医陥1貨

兆 注処理時間  医：ＳＮ陥除貨    式  

 

短期的 注 昇 過敏 応 急激 庫 増や 過 庫 抱え

逆 注 減少 過 応 庫 顧客

遅 庫調整 注 調整 長い調整時間 1沢0医＞Ｊ四三貨 調整

い  

 

庫調整 医：ＳＮ陥除景＞Ｊ四三貨 

庫 最適 庫 庫調整時間             式  

 

式 最適 庫 認知 い 間 注 情報 元 目標

庫 あ 式 う 表  

 

  最適 庫 医：ＳＮ陥除景＞Ｊ四三貨 

    報告 間 注
医陥1貨

庫             式  

 

庫 借 照表 棚卸資産 完 品 回転 数 目標 あ 章

0沢「』医＞Ｊ四三貨 いう 代入 研究 い 会社 方針 製品 庫 回転



- 42 -     

数 ヶ ン 企業 想定  

生産要求 要求 最適 生産 前述 数式 求 報告 間

注 注 調整 庫調整 算出 庫 ン あ 生産

生産能力 十 あ 場合 生産要求 生産能力 方 生産要

求 少 い場合 生産能力 数式 表 以

う  

 

 生産要求  医：ＳＮ陥除景＞Ｊ四三貨  

   報告 間 注 注 調整 庫調整           式  

 

生産要求 生産能力 埋 生産能力 調整 行う構造

部 記載 い 生産能力 調整 設 投資 伴う 投資決心

現状 益性 考慮 い 生産能力 以 数式 算出 い  

 

生産能力
医陥「貨 

医：ＳＮ陥除景＞Ｊ四三貨  

    医 設 投資 設 償 貨Ｉ陥 + 生産能力
医陥1貨  

      式  

 

式 設 償 式 う 表 々 生

産設 簿価 償 異 生産設 来 廃棄 時 当 設

生産能力 非連 失わ 章 い 単純 多数 設 企

業 想定 企業 全体 均生産能力 簿価 償 伴 減少 い  

 

設 償  医：ＳＮ陥除景＞Ｊ四三

「

貨  

生産能力 均生産能力                式  

 

式 設 投資 式 う 表  

 

 間 注 報告  医：ＳＮ陥除景＞Ｊ四三

「

貨  

    付 価 投資 え 影響兆投資決心          式  

 

∫ 2

1

t

t
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式 付 価 投資 え 影響 付 価 目標 回

い 場合 実際 付 価 目標 付 価 目標

回 い 場合 儲 い い時 設 投資 抑制

う あ 式 投資決心 以 式 表  

 

  投資決心 生産能力調整 減価償  医：ＳＮ陥除景 ＞Ｊ四三

「

貨        式  

 

生産能力調整 前述 算出 生産要求 用い 式 う

算出  

 

  生産能力調整  医：ＳＮ陥除景 ＞Ｊ四三

「

貨  

生産要求 生産能力 生産能力調整時間        式  

 

生産能力 調整 設 投資 伴う 数 償 費 発生 性質 あ

慎 調整 行う 通 あ 生産能力調整期間 「沢0医＞Ｊ四三貨  

以 う 生産能力 生産要求 決 庫 増

減 決 庫 生産 増え 出荷 減 当然

以 式 求  

 

庫
医陥「貨 

医：ＳＮ陥除貨  

    医 生産 出荷貨Ｉ陥 + 庫
医陥1貨  

            式  

 

式 生産 間 生産 表 変数 あ 前述 生産要求

生産能力 変数 用い 生産能力 余力 あ 場合 足 場合

式 う 表  

 

生産  医：ＳＮ陥除景＞Ｊ四三貨  

生産要求    生産要求 生産能力 時  

生産能力    生産要求 生産能力 時        式  

 

∫ 2

1

t

t
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生産能力 余裕 あ 生産要求 数 生産 生産要求 生産能

力 超え 生産能力以 生産 顧客 製品 納期や 目標 い

庫 ン 出来 一方 生産能力 余裕 持 非効率 経

営 構造 あ  

以 先行研究や一般的 企業 状況 参考 注情報 基 生産能力や 庫

ン い ン 行  

 

 認知情報 可変費単価 、認知情報 競合価格  

+

-

-

 競合価格

    

 

競合価格が自社価格に え 影響

+

   

 

最適販売価格 可変費
+

  

最適販売価格 総合

+

+
+

 

認知競合価格

 

認知相 競合価格
+

-

 

 

報告可変費単価

 

販売価格

  

 

認知競合価格の調整時間

  

販売価格調整時間

   

 

報告可変費単価調整期間

 

可変費単価

+

可変費単価

報告 ッ

-

+

+

+

   

報告可変費単価の増減

  

販売価格増減

 

最適付加価値

+

ラ ッ 効果可変費

認知よ 実際が低い場合の調整時間倍率

 

 

     図  可変費単価 競合価格 認知 施策実行 流  

 

変費単価 競合価格 認知 自社製品価格 決定 あ

変費単価 企業 一般的 変動費単価や原 料費 あ

費用 あ 料や部品 数 削減 う 研究開発 力 影響や 料 購入

市場 相場変動 影響 報告 変費単価 意思決定者 認知 い 変

費単価 あ 現場 報告 時間 要 や 多数 情報 扱う意思決定者 報

告 い情報 認識 改 時間 要 実際 変費単

価 変 遅 認知 電機産業 扱う う 製品 場合 原 料

や購入部品 数 多 歩留 や廃棄 一定 い 意思決定者 情

報 徐々 推定精 高 い 情 鑑 ヶ 余

情報遅 想定 報告 変費単価調整期間 0沢「医＞Ｊ四三貨 設定 報告 変費単

価 以 式 表  
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報告 変費単価
医陥「貨 

医負景：ＳＮ陥除貨  

    医 報告 変費単価 増減貨Ｉ陥 + 報告 変費単価
医陥1貨  

  式  

 

式 報告 変費単価 増減 以 う 表

効果 いう概念 入 い 筆者 構築 際 議論 複数

現場管理者 意見 い情報 報告 遅 多い いう あ 現場

担当者 気 無 自 何 う 報告 い あ い 意見

聞 従 意思決定者 認識 変費単価 高い場合 認識 改 調

整時間 長 う 数式 条件 一方 調整時間 一定 倍率

効果 増 場合 減少 場合 調整時間 異 う  

 

報告 変費単価 増減 医負景医：ＳＮ陥除 ･ ＞Ｊ四三貨貨 

  変費単価報告 報告 変費単価調整時間 

 変費単価報告 時  

  変費単価報告 報告 変費単価調整時間兆 効果 変費  

                    変費単価報告 ≦ 時  

                                 式  

式 変費単価報告 式 う 記述  

 

 変費単価報告 変費単価 報告 変費単価 医負景：ＳＮ陥除貨 式  

 

競合価格 認知 関 意思決定者 情報 い 瞬時 認識 変え

得 い性質 あ ン遅 用い ン遅

調整時間 設定 前述 方法 異 入力 情報

一定 遅 時間 時間軸方向 遅 方法 あ

代表的 記述 関数 準 い 例

え 研究 用い 別ＪＳ除ＮＲ ５三Ｔ刻Ｊ除除ＮＴＳ四Ｑ順 ）道１＆＞ ＋．＝道） いう関数 記述

一般的 競合製品 価格調査 社 数 比 困 想定 社

数 認知遅 比 長 設定 遅 期間 0沢『医＞Ｊ四三貨 仮定 競合価

格 初期 10000医負貨 あ 競合価格 周期 競合価格 従い

∫ 2

1

t

t
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的 競合価格 周期 初期 』沢0医＞Ｊ四三貨 競合価格

0医負貨 競合価格 10000医負貨 一定 いう状況 標準状態 述 析

変え 市場環境 変 表現 い  

売価格 調整 商談中 案件 瞬時 価格改定 い 注 当面

均価格 ヶ 程 目標価格 到 仮定 調整期間 0沢1医＞Ｊ四三貨 遅

売価格 以 式 記述  

 

売価格
医陥「貨 

  医 売価格増減貨Ｉ陥 + 売価格
医陥1貨  

医負景：ＳＮ陥除貨 式  

 

売価格増減 以 式 表  

 

 売価格増減 医負景医：ＳＮ陥除 ･ ＞Ｊ四三貨貨 

最適 売価格 総合 売価格 売価格調整時間  式  

 

最適 売価格 決定方法 企業 戦略 製品 競合優 性

様々 考え方 あ 研究 い 脇四ＰＰＪＳ 前掲書核」」Ｂ 考え方 踏襲

競合製品 価格 自社 付 価 いう 考慮 いう単純 行  

最適 売価格 総合 算出 式 ～式 う 記述  

 

 最適 売価格 総合  医負景：ＳＮ陥除貨 

   最適 売価格 変費 兆競合価格 自社価格 え 影響 式  

 

最適 売価格 変費 意思決定者 認識 い 変費 原 料費 業

目標 い 付 価 率 確保 付 価 算 方法 算出 式

う 表  

 

 最適 売価格 変費 報告 変費単価 最適付 価  医負景：ＳＮ陥除貨 式  

 

最適付 価 目標 付 価 率 定数 現 自社製品 売価

格 算出 式 う 表  

∫ 2

1

t

t
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 最適付 価 売価格兆最適付 価 率 医負景：ＳＮ陥除貨       式  

 

式 競合価格 自社価格 え 影響 い 脇四ＰＰＪＳ 先行研究 考

え方 踏襲 競合製品価格 自社製品価格比 相 競合価格 倍以 時

倍～ 倍 時 ～ 倍～ 倍

時 ～ う 式 計算 最適 売

価格 変費 変費単価 回 場合 売価格 変費単価

 

箇所 売価格 算出 目標 付 価 確保

述 研究開発 ン要請 え 構造 い  

競合製品価格 最適 売価格 付 価 倍 時 最適 売

価格 総合 最適 売価格 付 価 倍 原 料費高

騰 場合 応感 高 研究開発 ン要求 えや い設

定 い 企業経営 異 記設定 現場管理者

議論 経 企業 合 変更 あ 回 設定 筆者

構築 際 参考 特定 製品 業 場合 あ 付 え  

 

 認知情報 売 高  

 

営業人員数

  

営業人員数目標値

   

営業マン一人当た 諸経費

 

販売予算
報告売上高

 

 

営業人員数調整期間

+

+

-

   

 販売予算比率

+

  

 

営業人員数増減

-

+

-

-

+

  

報告売上高の増減

 

報告売上高調整時間

売上高報

告 ッ

-

+

 

売上高

-

一人あた 人件費

 

         図  売 高 認知 施策実行 流  

 

人 部門 用 意思決定者 売 高 認知 売

算 営業部門 投 費用 計算 営業人員数目標 決定 営業人員
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数 調整 あ 間売 高 確定 1 1 回 売 報告

や 半期報告 注数 や 売価格 情報 元 徐々 推測 真 近 い

均 ヶ 足 確 売 高 推定 い 想定 報告売 高

調整時間 0沢1』医＞Ｊ四三貨 変数 報告売 高 意思決定者 認識 い

間売 高 あ 式 う 記述  

 

報告売 高
医陥「貨 

 医負景＞Ｊ四三貨  

  医 報告売 高 増減貨Ｉ陥 + 報告売 高
医陥1貨  

      式  

 

式 報告売 高 増減 式 う 表  

 

 報告売 高 増減  医負景医＞Ｊ四三 ･ ＞Ｊ四三貨貨 

売 高報告 報告売 高調整時間         式  

 

式 売 高報告 式 う 表  

 

 売 高報告 売 高 報告売 高 医負景＞Ｊ四三貨       式  

 

営業人員数 い 用 教育 伴う 短期 調整 い 従

策 遅 調整期間 」沢0医＞Ｊ四三貨 営業人員数 式 示  

 

営業人員数
医陥「貨 

 医５ＪＴＵＱＪ貨  

  医 営業人員数増減貨Ｉ陥 + 営業人員数
医陥1貨  

       式  

 

式 営業人員数増減 意思決定者 適 考え い 人員数 営

業人員数目標 実際 人員数 求 一定 期間 調整

いう考え方 式 う 表  

 

 営業人員数増減 医５ＪＴＵＱＪ景＞Ｊ四三貨 

営業人員数目標 営業人員数 営業人員数調整時間  式  

∫ 2

1

t

t

∫ 2

1

t

t
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営業人員数目標 売部門 算 変数 売 算 営業 ン一人当

人件費 含 経費 求 式 示  

 

 営業人員数目標  医５ＪＴＵＱＪ貨  

売 算 営業 ン一人当 諸経費 一人あ 人件費 式  

 

売部門 算 変数 売 算 売 高 占 割合 管理 い

一般的 あ 前述 報告売 高 一定 比率 求

い 売 算比率 い 売 算 以 う 表  

 

 売 算  医負景＞Ｊ四三貨 報告売 高兆 売 算比率         式  

 

以 売 高 認知 売部門 算 決 売部門 用 調整 認知

遅 策 遅  

 

 認知情報 ベ ョン 営業 び、 

認知情報 ベ ョン 技術者  

         

認知 チベ ョン

営業

  

受注量増加率

 

チベ ョン 営業 動機付け無策時 チベ ョン低

外発的動機付け 営業

   A  

認知 チベ ョン調整時間

－

外発的動機付け 営業

チベ ョン 営業

調整時間

課 目標 認知

目標連鎖 充実

達 感 営業

認知 チベ ョン 増減

営業

チベ ョン認知

ッ 営業

チェッ 効果 チベ ョン

認知 実際 低い場合 調整時間倍率

A   

営業マン 均 マン

 

間受注量

 

 

            図 ベ ョン 営業 認知 施策実行 流  
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営業 ン ン 変動 意思決定者 認知 何 人的資源

策 実行 動機付 行う あ  

認知 ン 営業 意思決定者 認知 い 営業 ン

ン あ 式 う 記述  

 

認知 ン 医 営業 貨
医陥「貨 

  医）ＮＲＪＳ除ＮＴＳ１Ｊ除除貨  

 医 認知 ン 増減 医営業貨貨Ｉ陥 +認知 ン 医営業貨
医陥1貨  

 
                            式  

式 認知 ン 増減 営業 式 う

前述 効果 入 ン 高 部門 雰 気 良

い 管理者 共 楽 如 部 状態 把握 易い 逆 い

場合 管理者 部 ン 疎 認知 時間

考え あ 時 効果 設定 営業 ン 均的

ン 昇 い 時 降 い 時 方 認知 倍 時

間 要 いう設定 あ  

 

 認知 ン 増減 医営業貨 医）ＮＲＪＳ除ＮＴＳ１Ｊ除除景＞Ｊ四三貨 

ン認知 医 営業 貨 認知 ン調整時間 

              ン認知 時  

ン認知 医 営業 貨  

認知 ン調整時間兆 効果 ン  

           ン認知 ≦ 時  

                              式  

式 ン認知 営業 式 う

表  

 

 ン認知 医 営業貨  医）ＮＲＪＳ除ＮＴＳ１Ｊ除除貨 

   ン 医 営業 貨 認知 ン 医 営業 貨    式  

 

う一 変数 あ ン 営業 実際

∫ 2

1

t

t
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従業員 ン 合い 表 変数 標準 時 標準

的 営業 ン ン 発揮 意味 動機付 状態

増減 ン 医 営業 貨 式 示  

 

ン 医 営業 貨
医陥「貨 

  医）ＮＲＪＳ除ＮＴＳ１Ｊ除除貨  

 医 動機付 無策時 ン 貨Ｉ陥 + ン 医 営業貨
医陥1貨  

 
                            式  

 

動機付 要因 全 無い場合 無策時 ン いう

ン 式 示 う ン

営業 ン 医 営業 貨調整時間  

 

 無策時 ン   医）ＮＲＪＳ除ＮＴＳ１Ｊ除除景＞Ｊ四三貨 

ン 医 営業 貨 ン 医 営業 貨 調整時間 式  

 

動機付 ン い 簡単 心理学 通 用い 記述 従業

員 発的動機付 高 能感 自己決定感 醸 大 従業員

ン 高 注増 率 高 時 注 増 いう目標 十

従業員 認知 い 状態 感 醸 管理者 動機付 策

感 能感 繋 効果 狙 例え 注増 原因 従業員

ン 向 情報 ン 行う 外発的動機付 考え

目標設定 際 出来 従業員 人 自己 目標 設定 認

策 自己決定感 実 外発的 醸 従業員 人 発的動機付

いう 策 あ 動機付 式 う

記述  

 

 動機付   医）ＮＲＪＳ除ＮＴＳ１Ｊ除除景＞Ｊ四三貨 

ン 医 営業 貨 兆外発的動機付 医 営業 貨 兆 感 医営業 貨  

ン 医 営業 貨 調整時間         式  

 

∫ 2

1

t

t
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外発的動機付 感 標準 1 指標 あ 方共 1 場合

式 示 ン 変 管

理者 外発的動機付 回 注増 率 高 感 超え

ン 高 い 構造 い 感 営業 式 示

あ 課 目標 認知 定数 回 検討 外  

 

感 医営業 貨  

 注 増 率兆課 目標 認知  医）ＮＲＪＳ除ＮＴＳ１Ｊ除除貨    医 式  

 

組織 均 ン 視的 無 徐々 認知 深 い 性

質 あ 認知 ン調整時間 0沢』医＞Ｊ四三貨 認知 情報 基 い

人的資源 策 実行 徐々 効い い 性質 あ ン調整時

間 「沢0医＞Ｊ四三貨  

     

認知 チベ ョン 技

術者

 

可変費改善率

  

チベ ョン 技術者
動機付け

技術者

無策時 チベ ョ

ン低 技術者

外発的動機付け

技術者

チベ ョン 技術者

調整時間

   A  

認知 チベ ョン調整時間

機能性能 対す 自信

標準 チベ ョン

チベ ョン認知

ッ 技術者

認知 チベ ョン 増減

技術者

課 目標 認知

目標連鎖 充実

達 感 技術者

チェッ 効果 チベ ョン

認知 実際 低い場合 調整時間倍率  
    図 ベ ョン 技術者 認知 施策実行 流  

 

術者 ン 変動 意思決定者 認知 何 人的資源

策 実行 あ 前述 式 ～式 構造

あ 異 感 要因 あ 術者 機能性能 高 開発 従 場合

機能性能 自信 感 要因 ン 従 場合

狙い通 ン 実現 時 感 感 あ 感 医 術

者 貨 式 う 記述  
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 感 医 術者貨  医）ＮＲＪＳ除ＮＴＳ１Ｊ除除貨  

   機能性能 自信兆 変費改善率兆課 目標 認知   式  

 

以 意思決定者 情報 認知 何 策 実行 い 際 遅 構

造 い ン 行  

 

 各セ ン  

 

前 情報遅 構造 含 企業 全体 生産 庫調整 生産能力調整

営業 売 研究開発 価格決定

』 構築 以 各 構造 い 述  

 

 生産セ  

 

生産 1 適用 接  

 

 営業 販売 セ  

販売効果

 

営業人員数

 

 

市場の納期認識

    

 

納期認知の調整時間 市場

－

Ｓ

    

 

納期が販売に え 影響

 

標準販売効果

 

 

市場が要求す 納期

Ｄ

Ｃ

     

相 競合価格が販売に え 影響

 

市場の納期認識の増減

 

 相 競合価格

Ｑ

   

  

機能性能が販売に え 影響

相 機能性能

注残

 

納期

 

間 注量

 出荷

   

営業マンの 均 ォ マン

   

在庫が出荷に え 影響

  

 

営業人員数増減

 

 

営業人員数調整期間

  

営業人員数目標値

 

販売予算

報告売上高

  

報告売上高の増減

売上高報

告 ッ
 

売上高

報告 注残

 

報告 間 注量

  

報告 間 注量の増減

間 注量

報告 ッ

＋

Ｓ

   

報告 間 注量調整時間

    

販売予算比率

   

営業マン一人当た 諸経費

一人あた

人件費

  

報告売上高調整時間

  

注量増加率

＋

Ｓ

 

販売価格

 

在庫状況

     

在庫が出荷量に え 影響テ

 

            図  営業 販売 セ  
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営業 売 あ 個

主要 因果 持 構造 あ 述 間 注 認知や

述 営業人員数調整 含

述 営業 ン ン 接  

注増 長納期 顧客 購 意欲 注 減少

ン あ  

間 注 顧客 購 意欲 表 売効果 営業 ン 均 ン

営業人員数 積 決定 出荷 表 出荷 注 市場 要

求 納期 顧客 希望納期 満 庫

少 出荷 減 得 い 庫 出荷 え 影響 いう変数

述 う 用い 算出 庫 目標 庫 少

出荷 抑制 構造  

市場 納期認識 自社製品 納期 顧客 う認識 い 示 変数 あ

実際 納期 変 調整時間0沢0』医＞Ｊ四三貨 遅 顧客 認識 い

構造  

 

             

 

          図  在庫 出荷量 与え 影響  

 

実際 庫 最適 庫 軸 場合 庫 出荷 え

影響 あ 前掲書核」」Ｂ 考え方 引用 最適 庫 割

庫 あ 顧客要求納期 遵 出荷 割 回 出荷 抑制 始 庫

時 出荷 う設定  

 

在庫 最適在庫 
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 研究開発セ  

 

研究開発 示 う  

研究開発 ン 固定費 研究開発 決

い 一般的 企業 売 高 占 比率 決定 い 多い

気 変動 十 営業利益 得 い場合 最 削減 や い費用 あ

営業利益 認知遅 構 変数 報告売

高営業利益率 設 営業利益 売 高 様 損益計算書 定 目 あ

売 高 認知構造 全 様 調整時間 報告売 高調整期間 用い

 

固定費

研究開発

報告売上高

研究開発費比率

  

可変費単価

可変費単価増加可変費単価削減

機能性能 自社

機能性能 自社

の増減

機能性能 競合機能性能 競合

の増減

相 機能性能

 

報告済み付加価値実績

 

最適付加価値

  

コ ン意欲

 

コ ン開発費

   

新機能性能開発費

 

製品の複雑さ

機能性能進化率

基本製品を

％コ

ンす 期間

基本製品

を ％コ

ンす

費用

  

ベ ョン 技術者

競合製品の機能性

能進化標準

機能性能を

％向上

す 期間

機能性能を ％

向上す 費用

人件費 研究開発

直接経費

研究開発

設備投資

研究開発

材料費の急騰
急騰率

研究開発人員数

一人あた

人件費

急騰周期

急騰開始

売上高営業利益率

 

報告売上高営

業利益率

報告

ッ

報告売上高営業

利益率の増減

 

報告売上高調整時間

<  >

 

            図  研究開発セ  

 

変費単価 製品 あ 料費 あ ン 変費単価増

製品 機能性能 進 率 様 率 変費単価 増 原 料相場 高騰

増 構造 い 原 料相場 高騰 い 急騰開始

急騰周期 急騰率 設定 う 急騰率 現 変費単価

何 ン 流 表 い 定数 あ 急騰開始

「沢』医＞Ｊ四三貨 急騰周期 』沢0医＞Ｊ四三貨 急騰率 0医）ＮＲＪＳ除ＮＴＳＱＪ除除貨 急騰

全 い状況 標準 述 析 中 変え 市場環境
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変 表現 い 変費単価削減 ン開

発 投入 開発費 製品 複雑 術者 ン

ン ン 期間 決 調整期間 変費単

価 減少 い 構造 あ  

機能性能 自社 自社製品 機能性能 示 あ 顧客 購 意欲

決定 変数 一 あ 変費単価 削減 場合 様 構造 あ 新機能性能開

発 投 金 製品 複雑 術者 ン 開発 機

能性能 向 期間 決 競合製品 比 自社 製品 勝

い 場合 競合製品 参考 出来 い 開発 考慮

求 開発 競合製品 相 的 機能性能 最終的 調整時間

機能性能 向 い 構造 あ  

機能性能 競合 競合製品 機能性能 示 あ 単純 基

的 進 一定 自社 競合 相 的 機能性能 開発

変 構造 機能性能 自社 様 構造  

 

 価格決定セ  

 

価格決定 適用 自社製品 変費

単価 基 い 最適 付 価 確保 価格 設定 う 競合製品

価格 認知 基 い 価格決定 う 最 基 的 価格決定

あ 競合製品 価格 自社製品 価格 引

自社 付 価 迫 際 研究開発 ン意

欲 高 構造  

 

 務セ  

 

あ 売 高や営業利益 企業 効率性や 全性 論

出来 い Kaoru Yamaguchi[39] 案 会計

参考 構築 全体構 借 照表 形態 い 端

変数 損益計算書 要素 端 い 計算
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う 構 い 含 変数 用い 流動比率 当 比率 自

己資 比率 い 全性 関わ 指標や 固定資産回転率 売 債

回転率 数 棚卸資産回転率 数 い 効率性 関わ 指標 瞬時 算出

能 あ  

 

人件費 研究開発

直接経費 研究開発

 

 可変費単価

 在庫

人件費 営業

現金 預金

生産

在庫額

設備額

生産

設備投資

製造

人件費 製造

設備償却費

製造

 出荷

売上原価

原材料仕入

設備額

研究開発

設備投資

研究開発

設備償却費

研究開発

償却期間

研究開発

出金

売上債権

売上債権

回収

売上債権

回収期間

 

売上高

掛債務

支払

掛債務

支払期間

<原材料仕入>

借入金

借入
返済

返済期間

ッ ュ

借入

資本金

株式発行

資本計画

<借入>

<株式発行>

ッ ュ

ッ ュ

現在

価値

借入金利

割引率

営業

ッ ュ

資産の部 負債の部

純資産の部

繰越利益

剰余金

売上総利益

営業利益

経常利益

 

当期利益

当期利益の

現在価値

<借入金利

割引率 >

<  

売上高>

営業外収益

利息

<現金 預金>

出金利

税金

<売上原価>

営業外費用

<借入金>

<借入金利

割引率 >

支払利息

販管費

<営業外収益>

<営業外費用> <税金>

<販管費>

<営業外費用>

<税金>

 借方  方

目標現金 預金 現金 預金 足

<現金 預

金 足>

借入手続期間

配当

配当性向

<配当>

 借方  方

 

情報認知コ

 

               図  務セ  

 

重 借 照表 形態

い 会計 定義 半 資産 部 合計

半 債 部 純資産 部 合計 特徴 あ

半 ン い 半 ン い

い  

売 債 企業 売 や 売代金 回 あ 一般

約束 場合 売掛金 扱わ 相手 手形 場合 手

形 計 合計 表現 ン

製品 売 売 計 売 債 増 構造 純資産

部 繰越 余金 ン 共通 い

一定 期間 売 債 回 期間 現金 回 売 債 減少 構造
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い  

現金 預金 企業 保 い あ 増減

指標 ン 前述 売 債

接 売 債 回 流入 営業外 益や株式発行

増 売 債 回 売 債 減少 現金

預金 増 資産 部全体 増減 い 半 応

い 企業 総資産 直接

出金 営業や研究開発 人件費や経費等

掛金 支払 借入金 返 営業外費用 税金 株主 配当 含

半 複数 応 い 設 投資 研究開発 設 投

資 生産 設 姿 変え 保 資産

設 研究開発 設 生産 ン 資産全

体 増減 発生 い 半 応 い 人件費 製

造 庫 姿 変え 保 様 あ  

 

設 研究開発 研究開発用 設 資産 あ 設 投資 増 一

定 償 期間 経 設 償 研究開発 減少

半 い 管費 一部 繰越 余金 減少  

設 生産 様 あ 設 償 費 製造

商品 売 売 計 庫 資産 一般的 あ  

庫 製品 庫資産 あ ン あ 設 償 費 製造

人件費 製造 原 料 入 増 売 計

時 売 原価 庫 減少 売 原価 現 庫 庫

数 製品 1 あ 原価 出荷 求 い  

掛債 商品や原 料 入 際 手形 渡 手形 債

代金 支払う 約束 商品や原 料 入 掛金 あ

 意味 持 い 掛債 合算

表現 原 料 入 一般的 支払わ い

入 増 ン 一定 掛金支払期間 経

支払う 減少  
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借入金 借 入 増 返 減少 いう単純 構造 あ

半 現金 預金 一定 水準 保 う 借入 決 構造  

資 金 株主 預 資金 あ 株式発行 増  

繰越利益 余金 過 繰越利益 当期 当期純利益 合計

あ  企業 損益計算書 利益 税金 支払 部留保 計

あ 従 ン 売 高 営業外 益

売 原価 管費 営業外費用 税金 配当  

 

 企業 業績評価 

 

長性 益性 効率性 全性 定義

析 代表的 あ 別ＪＳ除ＮＲ順 ５ＴＱＮ続と ４Ｕ陥ＮＲＮ若四陥ＮＴＳ 機能 用い

認知遅 時間 最適 求 う 業績評価 構造 構築  

う 長性 益性 効率性 全性 い 目標

設定 求 指標 経営 視

設定 総合指標 求  

       

  

売 長率

資本当期利益率

 

売 高

  

 Y

前 売 高

  

自己資本

 

当期利益

 A  

総資産回転率

 A

資産

 

財務 ッ

  売 高

  

自己資本

 A

資産

＝

＝

＝

＝

長性

収益性

効率性

安全性

  

目標値：売 長率

 

目標値：Ｒ

  A  

目標値：総資産回転率

  

目標値：財務 ッ

 

長性指標

 

収益性指標

 

効率性指標

 

安全性指標

 

総合指標

長性重視

収益性重視

効率性重視

安全性重視

－

 

           図  業績指標測定サ  
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長性 売 長率や営業利益 長率 見 一般的 あ 章 い

売 長率 評価 売 長率 率 「0財 長 目標 目標

売 長率 0沢「  

益性 資 利益率 析 一般的 あ 章 自己資 当期利益率

評価 自己資 当期利益率 「0財 目標 目標

７４道 0沢「  

効率性 総資産回転率 固定資産回転率 棚卸資産回転率 売 債 回転率 目的

応 指標 使い 一般的 章 企業全体 ン 表

総資産回転率 見 目標 総資産回転率 「沢0  

全性 自己資 比率 流動比率 当 比率 見 一般的

あ 章 比較的長期的 全性 視 評価

目標 「沢0  

総合指標 章 ン 目的変数 変数 あ 式 示

う 指標 視 算 あ

各指標 視 式 示 う 全 1 あ 節以降 活用

析 進 い  

 

  統合指標 ．
９ 

 ．
，
＜
， 

 ．
５
＜
５ 

 ．
道
＜
道 

 ．
８
＜
８
         式  

 

但  

 長性指標 ．
，
  売 長率   目標 売 長率 

 益性指標 ．
５
  資 当期利益率   目標  

 効率性指標 ．
道
  総資産回転率   目標 総資産回転率 

 全性指標 ．
８
  目標    

 

 長性 視 ＜
，
  1   析 』  

 益性 視 ＜
５
  1   析 』  

 効率性 視 ＜
道
  1   析 』  

 全性 視 ＜
８
  1   析 』  
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 分析 企業 外部環境変化 違い っ ネ ン を う変え ？ 

 

 分析  

 

電機産業 扱 い 製品構 や市場 多様 あ 全

ン 通用 考え い 例え 金属 料 急激 高騰 いう状況 い 金

属使用 少 い製品 場合 ン 少 い や う 料

費 占 金属 料費 比率 高い製品 ン 大 い 従 外部環境 変

伴う 変費単価 急激 昇 あ 場合 無い場合 認知遅 時間 最適 比較

非常 興味深い 家電 う 価格競 激 い製品 産業用機器

う 価格 あ 変動 無い製品 比較 様 興味深い 回 ン

条件 以 通 あ  

 

売価格 初期 自社製品 競合製品 10000医負貨 

変費単価 製品 機能性能 比例 昇 但 ン開発 削減 能  

原 料 高騰 変費単価 高騰率 医財貨 変費単価 増  

市場 要求 標準納期 「ヶ  

初 売 高 自社製品 競合製品 機能性能 当初等 い  

 

原 料 高騰 無 競合製品価格 急激 無 軸 以

析  

 

1 間 原 料 高騰 無 競合製品単価 10000医負貨一定 場合  

「 原 料 高騰 無い 当初10000医負貨 競合製品価格 目 最初

周期 的 』00医負貨 場合  

」 原 料価格 目 最初 周期 的 高騰

競合製品価格 10000医負貨 一定 場合  

『 原 料価格 目 最初 周期 的 高騰 当

初10000医負貨 競合製品価格 目 最初 周期 的

』00医負貨 場合  
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 1 原材料価格 競合製品価格 安定した製品 場合 

 

最初 競合価格 全 変 原 料費 高騰 ン 全

い 考え 参入企業 少 い 市場 う 価格 い

や 調 部品 構 製品市場 う 原 料費 変費単

価 定 想定 構築 際 設定 認知遅 時間 標

準 各変数 側 棒 あ 条件 （四除Ｊ1ＤＳＴ三Ｒ 付
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ベ
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認
知

遅
時

間
Y

ン 時 仮説

最適値

 

   図  認知遅 時間 ン 仮説 最適値 比較 

 

総合指標 目的変数医５四とＴ刻刻 道ＱＪＲＪＳ陥貨 別ＪＳ除ＮＲ順

５ＴＱＮ続と ４Ｕ陥ＮＲＮ若四陥ＮＴＳ 機能 用い 目的変数 最大 認知遅 時間 条件

求 条件 （四除Ｊ1Ｄ継Ｊ除陥 （四除Ｊ1Ｄ継Ｊ除陥 認知遅 時間

各変数 側 棒 あ  

報告売 高調整期間 構築時 設定 一 企業 筆者

経験 一 報告 間 注 調整期間 理想的 仮 早 認知

認知競合価格調整時間 報告 変費単価調整時間 当初 仮

比 大 認知遅 あ 良い いう結果 原因 競合価格 変動

無 原 料費 高騰 無い 想定 い 結果的 情報認知 必
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要 情報認知 削減 認知 結果 推測

 

成成成成成

200 B $/Year

1 Dmnl

100 B $/Year
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2

2

2

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30
Time (Year)

売売売Net Sales  : Case1_norm $/Year1 1 1 1 1 1 1

売売売Net Sales  : Case1_best $/Year2 2 2 2 2 2 2 2

売売成成死Sales Growth Rate  : Case1_norm Dmnl3 3 3 3 3 3

売売成成死Sales Growth Rate  : Case1_best Dmnl4 4 4 4 4 4

収売成成成
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1
1

1 1 1
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1
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0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30
Time (Year)

D
m

n
l

売売売売売売売死ROS  : Case1_norm 1 1 1 1 1 1 1

売売売売売売売死ROS  : Case1_best 2 2 2 2 2 2 2 2

必資資資売売死ROE  : Case1_norm 3 3 3 3 3 3 3 3

必資資資売売死ROE  : Case1_best 4 4 4 4 4 4 4

効死成成成

2

1.5

1

0.5

0

2 2

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

1

1

1

1

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30
Time (Year)

D
m

n
l/
Y

ea
r

売必量総総死Total Assets Turnover  : Case1_norm 1 1 1 1 1 1 1 1 1

売必量総総死Total Assets Turnover  : Case1_best 2 2 2 2 2 2 2 2

安安成成成

10

7.5

5

2.5

0

2
2 2

2
2

2
2

2
2

2 2 2 2 2 2 2 2 2
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30
Time (Year)

D
m

n
l

財財 レ ギレFinancial Leverage  : Case1_norm 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

財財 レ ギレFinancial Leverage  : Case1_best 2 2 2 2 2 2 2 2 2

 

       図  け 務パ ン 分析 

 

長性 益性 効率性 全性 各指標 い （四除Ｊ1ＤＳＴ三Ｒ （四除Ｊ1Ｄ継Ｊ除陥

条件 い 示  

期間 半 全 指標 初期 改善 い う 外部環境 定 市

場 い 通 考え い 長性 益性 効率性 得 わ

全性 い 期間前半 前半 ワ

見 険 水準 期間 半 い 改善 表

い い当 比率 一般的 全 いわ 超え 流動比率 一般的

全 言わ 超え い 問 い あ 一時的 全性 耐え

抜 長期的 見 全 長 示 い  

ういう ン結果 示 出 一時的 全性 惧

関 者 い 中長期的 全性 確認 効 得 料

考え 章 示 う 手法 企業経営 い 活用出来 う 意

義深い 考え  
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 競合製品 価格 急激 低 す 場合 

 

い 最適 ン 行う企業 原 料費 高

騰 無い 競合製品 急激 価格 場合 い 検討

当初 10000医負景：ＳＮ陥貨 競合製品 価格 目 周期 』00医負景：ＳＮ陥貨

的 落 いう設定 時 条件 （四除Ｊ「Ｄ続四除Ｊ1Ｕ四三四Ｒ 付  

1 様 総合指標 目的変数 別ＪＳ除ＮＲ順

５ＴＱＮ続と ４Ｕ陥ＮＲＮ若四陥ＮＴＳ 機能 用い 目的変数 最大 』 認知遅 時間 条件

医（四除Ｊ「Ｄ継Ｊ除陥貨 求  
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      図  認知遅 時間 最適値 比較 

 

認知遅 時間 最適 医（四除Ｊ1Ｄ継Ｊ除陥貨

認知遅 時間 最適 医（四除Ｊ「Ｄ継Ｊ除陥貨 比較 あ （四除Ｊ1Ｄ継Ｊ除陥 認知競合価格

調整時間 ヶ 程 半 以 短縮 結果 競合

価格 変動 市場 い 情報 要性 高

戦略 競合 市場 競合価格情報 い 早 知

要 言え  

原 料費 高騰 無い環境 関わ 報告 変費単価調整時間

い認知 要求 い 競合価格 激 変動 環



- 65 -     

境 あ 自社 売価格 決定 自社 変費 認識 適 付

価 得 策 実 必要 あ 思わ 章

自社製品 売価格 変費 差 付 価 実績 捉え 競合価格

応 売価格 引 時 適 付 価 得 い場合 研究開発

ン開発 構造 変費単価 素早 掴

ン 要 言え  

急激 変 情報 要 高 え 情報 基 い

実行 策決定 場合 売価格決定 関連 情報 時 要 高
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        図  け 務パ ン 分析 

 

（四除Ｊ「Ｄ続四除Ｊ1Ｕ四三四Ｒ （四除Ｊ「Ｄ継Ｊ除陥 条件 長性 益性 効率性

全性 各指標 い い 示  

（四除Ｊ1Ｄ継Ｊ除陥 条件 い 目 億 売 高 記録 い

最適 原 料費 高騰 無い 競合製品 価格 あ 市場

参入 医（四除Ｊ「Ｄ続四除Ｊ1Ｕ四三四Ｒ貨 目 売 高 約 億 認知遅

時間 最適 医（四除Ｊ「Ｄ継Ｊ除陥貨 目 売 高 約 億 改善 能

あ 期間 半 利益 改善

全性 面 目 目 ワ 抑制
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い い 市場環境 応 認知遅 時間 最適

大幅 業績改善 確認  

 

 原材料価格 急激 高騰す 場合 

 

い 最適 ン 行う企業 競合製品 価

格 落 無い 原 料費 急激 高騰 場合 検討

目 周期 料費 的 昇 いう設定 昇 間

変費単価 昇 設定 時 条件 （四除Ｊ」Ｄ続四除Ｊ1Ｕ四三四Ｒ 付

 

前 様 変数 総合指標 目的変数医５四とＴ刻刻 道ＱＪＲＪＳ陥貨

別ＪＳ除ＮＲ順 ５ＴＱＮ続と ４Ｕ陥ＮＲＮ若四陥ＮＴＳ 機能 用い 目的変数 最大 』 認

知遅 時間 条件医（四除Ｊ」Ｄ継Ｊ除陥貨 求 1 最適 医（四除Ｊ1Ｄ継Ｊ除陥貨

」 最適 医（四除Ｊ」Ｄ継Ｊ除陥貨 認知遅 時間 比較 示  
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     図  認知遅 時間 最適値 

 

報告 変費単価調整時間 大幅 減少 情報 要性 高

競合製品 価格 全 変動 い市場 あ 競合価格 認知遅 時間 1

程 変費単価情報 基 い 主 実行 策 価格決
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定 い 情報認知 増 補う 報告 間 注 調整

期間 長 い  

（四除Ｊ」Ｄ続四除Ｊ1Ｕ四三四Ｒ （四除Ｊ」Ｄ継Ｊ除陥 「 条件 長性 益性 効率性

全性 各指標 い い 示  

 

成成成成成

20 B $/Year

1 Dmnl

10 B $/Year

0.5 Dmnl

0 $/Year

0 Dmnl

4

4 4

4

4
4

4
4

4
4

4

3

3

3
3

3
3

3

3

3

3

3

2 2 2 2 2 2 2 2 2
2

2

2

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1

1

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30

Time (Year)

売売売Net Sales  : Case3_case1param $/Year1 1 1 1 1 1 1 1
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売売売売売売売死ROS  : Case3_case1param 1 1 1 1 1 1

売売売売売売売死ROS  : Case3_best 2 2 2 2 2 2 2 2
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必資資資売売死ROE  : Case3_best 4 4 4 4 4 4 4
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Y
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売必量総総死Total Assets Turnover  : Case3_case1param 1 1 1 1 1 1 1 1 1

売必量総総死Total Assets Turnover  : Case3_best 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

安安成成成
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D
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財財 レ ギレFinancial Leverage  : Case3_case1param 1 1 1 1 1 1 1 1

財財 レ ギレFinancial Leverage  : Case3_best 2 2 2 2 2 2 2 2 2

 

       図  け 務パ ン 分析 

 

（四除Ｊ1Ｄ継Ｊ除陥 い 目 億 売 高

ン 元 料費 高騰 目 い 億 売 高

得 い 認知遅 時間 市場 い 最適 主 報告

変費単価調整時間 短縮 驚 億 改善

益性 い 環境 い い 最適

ン 運営 い 目 目 目 時期 一時的赤

記録 認知遅 時間 最適 救

効率性 各指標 あ 改善傾向 あ  

（四除Ｊ」Ｄ続四除Ｊ1Ｕ四三四Ｒ 全性 非常 定 あ 目

程 険 状態 迎え 認知遅 時間 最適

医（四除Ｊ」Ｄ継Ｊ除陥貨解消 い  
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以 う 調 品 価格変動 いう環境変 経営 断 関 情報 遅

最適 極 要 あ 確認  

 

 双方 発生す 場合 

 

い や 最適 ン 行う企業 競

合製品価格 原 料費 高騰 方 外部環境 場合 検討  

目 周期 変費単価 昇 時 当初

10000医負景：ＳＮ陥貨 競合製品 価格 目 周期 』00医負景：ＳＮ陥貨

的 落 う 市場環境 い 最適 ン い

企業 （四除Ｊ『Ｄ続四除Ｊ「Ｕ四三四Ｒ 最適 ン い 企業

（四除Ｊ『Ｄ続四除Ｊ」Ｕ四三四Ｒ 付  

～ 様 変数 総合指標 目的変数

別ＪＳ除ＮＲ順 ５ＴＱＮ続と ４Ｕ陥ＮＲＮ若四陥ＮＴＳ 機能 用い 目的変数 最大 認知遅 時

間 条件医（四除Ｊ『Ｄ継Ｊ除陥貨 求 医（四除Ｊ「Ｄ継Ｊ除陥貨 医（四除Ｊ」Ｄ継Ｊ除陥貨

医（四除Ｊ『Ｄ継Ｊ除陥貨 認知遅 時間 最適 比較 示  
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    図  認知遅 時間 け 最適値 比較 
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（四除Ｊ『Ｄ継Ｊ除陥 （四除Ｊ」Ｄ継Ｊ除陥 状態 比 認知競合価格 調整時間 短縮

結果 報告 変費単価調整時間 （四除Ｊ「Ｄ継Ｊ除陥 （四除Ｊ」Ｄ継Ｊ除陥 方 比 短

縮 結果 変費単価 認知 （四除Ｊ」Ｄ継Ｊ除陥 場合 要 高

競合製品価格 競合製品価格情報 要性 高 え 自社製

品 価格決定 要因 関連情報 要性 高 考え  
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        図  け 務パ ン 分析 

 

（四除Ｊ『Ｄ続四除Ｊ「Ｕ四三四Ｒ （四除Ｊ『Ｄ続四除Ｊ」Ｕ四三四Ｒ （四除Ｊ『Ｄ継Ｊ除陥 条件 長性

益性 効率性 全性 各指標 い 示  

最適状態医（四除Ｊ「Ｄ継Ｊ除陥貨 目 売 高 約 億 あ

い 認知遅 時間 ン 医（四除Ｊ『Ｄ続四除Ｊ「Ｕ四三四Ｒ貨

目 売 高 減少 転 目 売 高 約 万

営業利益や純利益 殆 得 目 繰越利益 余金 純資

産 目 資 金 近 純資産 無限

大 以降 債 超過 純資産 転

瞬時 無限大   

債 超 過  

純 資 産 減 少  
 

無 限 大 接 近  
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最適状態医（四除Ｊ」Ｄ継Ｊ除陥貨 目 売 高 約 億

あ い 条件 ン 医（四除Ｊ『Ｄ続四除Ｊ」Ｕ四三四Ｒ貨 行

う 目 売 高 約 億 認知遅 時間 最適

医（四除Ｊ『Ｄ継Ｊ除陥貨 約 億 改善 認知遅 時間 最適

最適 ン 行う企業 比 長率 倍以 高

最適 ン 行う企業 倒産 機 救い 定的

長 状況 改善 大幅 改善 効率性

や 全性 全 指標 改善 い  

い 情報認知遅 時間 最適 企業業績 い 大

影響 え え 長性 益性 効率性 全性 認知遅 時間

いう観 互い 相 指標 製品 巻 調 市場や 売市場 特性

応 全 高 最適 示唆  

配 売価格 意思決定 関 範 限定 企業経営 構築

～ 市場環境 析 行 競合価格 変動や原

料費 変動 無 企業 部 情報認知 最適 異 明
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   図  け 認知遅 時間調整 業績 関係 
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各 い 情報認知遅 時間 最適 場合 指

標 目～ 目 均 う 変 示 あ  

原 料費 高騰 競合製品価格 落 い場合 あ 情報認知遅 時

間 最適 均売 長率 約 確保 均総資産回転率

比較的 全性 高い経営  

列 列 情報認知遅 時間最適

ン い 外部環境 影響 長率 落

い 全性 外部環境

情報認知遅 最適 長性や 益性 高 時 引

全 指標 改善  

い や 最適 ン い

企業 比較 外部環境 合わ 最適 企業 売 長率

総資産回転率 高 抑制 全 指標 改善 見

以 以 析結果 得  

 

扱う製品 市場環境 合わ ン 最適 要  

市場環境 応 長性 益性 効率性 全性 全 高 最適  
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     図  け 認知遅 時間 最適値 
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情報認知遅 時間 最適 あ  

競合製品価格 落 い 認知競合価格調整時間

比 最 短 原 料費 高騰 見舞わ い 報告 変費

単価調整時間 や 比 大幅 短縮 競合製品

価格 原 料費 高騰 方 見舞わ い 認知競合価格調整

時間 報告 変費単価調整時間 方 短時間 認知 要求 急激 変

情報 い 早 察知 要 あ  

報告 変費調整時間 比較 短縮 競

合製品 価格 落 市場 い 自社製品価格 決定 行う際 競合製品価格

いう直接的 情報 自社製品 変費単価 いう関連情報 適 付 価

確保 観 極 要 あ 原 料費 高騰 認知遅 時間 短縮

結果  

従 急激 変 情報 着目 良い 情報 基 い 行う

策 場合 自社製品 価格決定 関連 情報 認知 早 必要 あ

以 以 析結果 得  

 

急激 変 う 情報 い 早 察知 要  

急激 変 応 実行 策 必要 関連情報 認知 早 必要 あ  

 

～ 析 以 う 発見 実 得 第 長性

益性 効率性 全性 視 運営 場合 い 析 以 析

析 合わ 第 章 行 い  
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 分析 務指標を重視す っ ネ ン を う変え ？ 

 

 分析  

 

前 検討 状態 い 長性 益性 効率性 全性 い

指標 視 合い 高 認知遅 時間 最適 う 変わ

検討 外部環境 置 い 経営 意思 要視 指標 え

ン 方針 変え い あ う変え 望 い

う いうわ あ  

前 い 前述 長性 視 益性 視 効率性 視 全性

視 全 検討 節以降 各々 一 以

手 認知遅 時間 最適 う 変わ い  

状態 長性 視 場合  

状態 益性 視 場合  

状態 効率性 視 場合  

状態 全性 視 場合  

 

 長性重視 ネ ン  

 

視 長性 視 場合

検討 変数 総合指標 目的変数 (Payoff element)

Vensim® Policy Optimization 機能 用い 目的変数 最大 認知

遅 時間 条件 求 条件 ”Case5_best” Case5_best 認知遅

時間 以 う 求 比較 弧 Case4_best 条件

認知遅 時間 記  

報告 間 注 調整時間  = 0.0694654(0.0715701)  

報告売 高調整時間  = 0.150003(0.150003)  

認知競合価格 調整時間  = 0.533522(0.488114)  

報告 変費単価調整期間  = 0.509255(0.503295)  

認知 ン調整時間 = 0.667334(0.66634) 
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長性 高 素早 間 注 や売 高 察知 生産や営業

大 要 思わ 意外 認知遅 時間 最適

最適 殆 一 報告 注 調整時間 短縮 結果

研究開発 機能性能 向 や ン 行い製造 売 主

生業 企業 い 最適 長性 視

い 最適 あ 解  

Case4_best Case5_best 条件 長性 益性 効率性 全

性 各指標 い い 比較 示  

認知遅 時間 最適 殆 変 い い 売 高 営業利益 殆 変

期間前半 売 長率 期間 半 売 長率 挽回 傾向

見 期間 半 改善 益性 問

効率性 各指標 全期間 昇 い 全性 関 見

問 無い あ 効率 高 言え  

 

 
 

       図  け 務パ ン 分析 
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 収益性重視 ネ ン  

 

視 益性 視 場合

検討 変数 総合指標 目的変数 (Payoff element)

Vensim® Policy Optimization 機能 用い 目的変数 最大 認知

遅 時間 条件 求 条件 ”Case6_best” Case6_best 認知遅

時間 以 う 求 比較 弧 Case4_best 条件

認知遅 時間 記  

 

報告 間 注 調整時間  = 0.0718431(0.0715701)  

報告売 高調整時間  = 0.150003(0.150003)  

認知競合価格 調整時間  = 0.441165(0.488114)  

報告 変費単価調整期間  = 0.480136(0.503295)  

認知 ン調整時間 = 0.666515(0.66634) 

 

場合 様 認知遅 時間 最適 最適 殆 一

い 微 傾向 報告 間 注 調整期間 長 認知競合価格

調整時間 報告 変費単価調整時間 短縮 いう結果 長

性 要 注処理 わ 顧客 納期 関 指標 要 少

競合製品 価格や自社製品 変費単価 いう情報 益性 要 あ

わ  

Case4_best Case6_best 条件 長性 益性 効率性 全

性 各指標 い い 比較 示  

全体 前節 様 認知遅 時間 最適 殆 変 無い

殆 様 い 極 あ 益性 面 改

善 見  

ン 長性 視 節 益性 視 場合

い 最適 あ 相 指標 い わ  
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       図  け 務パ ン 分析 

 

 効率性重視 ネ ン  

 

視 効率性 視 場合

検討 変数 総合指標 目的変数 (Payoff element)

Vensim® Policy Optimization 機能 用い 目的変数 最大 認知

遅 時間 条件 求 条件 ”Case7_best” Case7_best 認知遅

時間 以 う 求 比較 弧 Case4_best 条件

認知遅 時間 記  

 

報告 間 注 調整時間  = 0.0709223(0.0715701)  

報告売 高調整時間  = 0.150003(0.150003)  

認知競合価格 調整時間  = 0.496048(0.488114)  

報告 変費単価調整期間  = 0.498805(0.503295)  

認知 ン調整時間 = 0.667328(0.66634) 
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効率性指標 あ 総資産回転率 子 売 高 あ 既 Case4 最適状態 い

従業員 ン や生産設 稼働率 高い状態 最適 い 効率性

高 場合 売 長 視 経営 様 傾向 あ

様 最適 殆 近い 微 傾向 報告 間 注

調整期間 報告 変費単価調整時間 短縮 認知競合価格調整時間

延長 結果 注処理 時間 短縮 指標 子 あ 売 高

長 早 自社製品 変費単価 認知 早 ン

指標 あ 総資産 減少 効率性 効果 あ 思わ  

Case4_best Case7_best 条件 長性 益性 効率性 全

性 各指標 い い 比較 示 前節 様 認知遅 時間

最適 殆 あ い 指標 い 殆 様 あ 微

傾向 見 売 高 営業利益 長率 改善 傾

向 改善傾向 あ 効率性 当然 改善傾向 あ 効率 高

昇傾向 問 無い あ  

 

 

 

        図  け 務パ ン 分析 
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認知遅 時間 最適 殆 あ いう

長性 益性 効率性 互い 相 指標 全 高 最適

外部環境や企業 部 構造 制約条件 最適 決定

わ 最適 諸表 容易 回構築

容易 計算 わ  

 

  安全性重視 ネ ン  

 

視 全性 視 場合

検討 変数 総合指標 目的変数 (Payoff element)

Vensim® Policy Optimization 機能 用い 目的変数 最大 認知

遅 時間 条件 求 条件 ”Case8_best” Case8_best 認知遅

時間 以 う 求 比較 弧 Case4_best 条件

認知遅 時間 記  

 

報告 間 注 調整時間  = 0.0800066(0.0715701)  

報告売 高調整時間  = 0.150009(0.150003)  

認知競合価格 調整時間  = 0.527324(0.488114)  

報告 変費単価調整期間 = 2.92837(0.503295) 

認知 ン調整時間 = 0.666603(0.66634) 

 

報告 間 注 調整期間 認知競合価格 調整期間 報告 変費単価調整期間

最適 比 長い設定

着目 全性偏 経営 遅い経営 言う 知 い 果

う 企業 良い 言え 確認 前節 様 各指標

い 観察 い  

長性 益性 効率性 全性 各指標 い Case4_best Case8_best

条件 い 比較 示  

全性指標 あ 殆 近 極端 全性 高 売 高

程 落 長性 比 極 い 向 営
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業利益 減少 い 当然 効率性 各指標 全

資 市場 預 貴 資 効率的 使え い い 表 い

い 流動比率や当 比率 時 近い 資産効率 極 い

偏 経営 いう 縮 思考 経営 言わ 得 い  

 

       図  け 務パ ン 分析 

 

～ 遅 時間最適 比較 あ 全性 視

場合 情報認知 遅 時間 最適 長い傾向 あ 顧客 接 指

標 売 高 報告遅 時間 あ 長 競合 接 指標

競合価格情報 認知遅 時間 長 目立 自社 構造 変

接 指標 変費情報 認知遅 時間 大幅 長い 顧客 競合 自社いわゆ

全 接 情報認知 遅い企業 あ 前述 資産効率 い 全性

極端 偏 一定 覚悟 長性や 益性 高 い 経営 求

一方 極端 全性 無視 経営 破綻 招 険性 抱  

以 析結果 企業 経営 断 全性指標 あ 方 決 自社 置

い 市場環境 整合的 い いう い  
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       図  ～ け 遅 時間最適値 比較 

 

以 析 長性 益性 効率性 視 最適 殆 あ

市場環境 あ 経営 関わ 最適 ン 認知遅 時間

最適 決 いう結果 あ 但 近 う

全性偏 最適 長性 益性 効率性 全 面 業績

 

市場環境 決 全性 含 全 指標 高 ン いう

前 析結果 一見相 う 見え う い 析結果 経営

指標 等 ン 視 いう制約 中 最適

いう あ 全性偏 経営 持 場合 異 最適 持

いう あ  

従 自社 ンや資金調 構造 案 ン 十 検

討 全性 指標 ン 経営 決定 統一

全部門 透 必要 あ 部門 異 析結果 示

最適 ン 実現 い 章 析結果 以 う あ  

 

 全性 指標 ン 会社全体 共通 経営 意思

決定 会社全体 透 要  
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第 章 ま  

 

製造業 基 要素 あ 生産 売 開発 包 企業業績 長性 益性 効率

性 全性 観 ン 企業

構築 経営 断 関 情報 遅 最適 企業経

営 い 要 示 い 以 知見 得  

 

 扱う製品 市場環境 合わ ン 最適 要  

 市場環境 応 長性 益性 効率性 全性 全 高 最適  

 急激 変 う 情報 い 早 察知 要  

 急激 変 応 実行 策 必要 関連情報 認知 早 必要 あ  

 全性 指標 ン 会社全体 共通 経営 意思決

定 会社全体 透 要  

 

以 析結果 企業 多角 や市場特性 異 複数 業

一企業 一企業 い 異 複数

ン 必要 あ 困 経営 能性 あ いう あ  

実例 析 宮 [40] 益 先行研究 あ 宮 米 大手電機

機器 益性や研究開発効率 差 着目 多 製品群 手

企業 研究開発効率 い 析 示 多角 い 場合

ン 異 術経営 求 経営 仮 起  

章 析結果 宮 仮 裏付 一 原因 示唆 考え

企業 自社 得意 市場環境や 良 認識 新規 業 投資 行

う際 自社 得意 市場環境 整合的 業 選択 中 大

筆者 考え  

第 章 述 章以降 選択 中 意思決定 い

い 検討 進 い 選択 中 行う際 ン選択 断軸 い 以

述 う 自社 得意 市場環境 あ 以外 条件 考え

章以降 ン選択 条件 見 出 い  
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第 章  事業 ン 選択 集中 業績 影響を与え ？ 

 

 事業 ン選択 意思決定 関す 先行研究 

 

業 ン選択 意思決定 論 いう 先 述 う 市場 長率

高い領域 中 いう 長適応 え 自社 社会 領域

ン 供 いう ン 的適応 意思決定 論 必

要 あ ン 何 先行研究 確認  

新 ン 的適応 いう言葉 使 い わ う

々 ン い 現象 最初 論 Schumpeter[41] あ

Schumpeter 原文 語  neue Kombination 新結合 記述

Innovation 英訳 新 い 消費者側 誘起

新 い 欲望 生産側 消費者側 教え 市場

非連 的変 や均衡中心 推移 い  

Schumpeter 新結合 遂行 以 あ い  

新 い 生産 

新 い わ 消費者 間 知 い い あ い 新 い品質

生産  

新 い生産方法 入 

新 い生産方法 わ 当 産業部門 い 実 知 生産方法 入

決 科学的 新 い発見 基 必要 商品 商業的 扱い 関

新 い方法 含 い  

新 い 売先 開拓 

新 い 路 開拓 わ 当 国 当 産業部門 従来参 い 市場

開拓 市場 既 あ う 問わ い  

新 い 入先 獲得 

原料あ い 半製品 新 い供給源 獲得 場合 い 供給源 既

あ 単 見逃 い 獲得 能 い

問わ あ い 始 出 い 問わ い  

新 い組織 実現 独占 形 や 打破  
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新 い組織 実現 わ 独占的地 え 形 あ い

独占 打破  

章 Schumpeter 述 以 ン い 引 起

いう方法論 い 触 い 前節 述 意思決定

派的適応や 組織能力 高 目的 業 ン 選択 中

ン 新結合 引 起 要因 う 考え 以 先

行研究 言え  

崎 [42] Schumpeter 経 発展 理論 述 新結合

ン 関 以 う 理論 1990 以降 国 失わ 十

言わ う 経 発展 原因 い 制 依 心理

来 甘え あ い 特 的思考 捨 ン

ン 引 起 必要 あ 制 変革 中心

人 変わ い い 崎 論文 中

ン 引 起 絶え間 研究開発 投資 効率 選

必要 あ 投資 原資 限 い 中 業 周 業

考え い い い 気 退時 新製品 開発 人 育 強 い

う ン氏 会長兼 当時 言葉

引用 い ン氏 待 姿勢 ン 逃 企業や短期的 利益

視 失敗 企業 多い 言 い 指摘 実践的 経営

方向性や 処方法 出 示唆 満 あ い 短期的利益 過 視

脱 限 原資 投 中 業 選定 中 気 退時 人 育

いう昨 企業経営 い 要 い 整理 言い当 い  

崎 主張 長期的視 組織能力 高 目的 選択

中 要 あ いう 明 う 崎 定 的 証明

い い 以 体的 例研究 定 的 選択 中 効果 示 先行研究

あ  

米倉 [43] 戦 経 急 長 背 資源 一 中全面展開 あ

指摘 い 全方 的 戦略展開 避 限 あ 資源 勝 う あ い

勝 い 配 あ 体的 鉄鋼業 中投

入 増産 鋼 石炭産業 回 増産 石炭 鉄鋼業 再投入 いう
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中 基 産業 軌 段 産業 再建 いう  

玄場 [44] 製造業 多角 動向 定 的 析 高

長期 う や 研究開発投資 行い 積極的 業展開 行 長性

益性 維持 いう戦略 や通用 い 玄場 統計的手法 非関連

多角 行 企業 益性 過去 論文 明

逆 益性 向 多角 自社 ン ン 認識

競 戦略 要 あ ン ン あ 蓄積 術

群 あ 術 派生 術機会 認識 術機会 基 い 業展開 目指

ン ン 活 多角 戦略 考え 述 い  

前章 述 う 前掲書 [40] 宮 米 大手電機機器

い 多 製品群 手 企業 研究開発効率 い 析

示 多角 い 場合 ン 異 経営 求 経営

要因 仮 起  

以 う 経営 実践 場 大 いわ い 選択 中 意思決定

い 先行研究 行 質的 的 効果 あ 明白 あ

先 述 う 国 製造業 経営者 理解 い あ

国 電機産業 十 実行 現 業績 改善 い い  

益 業や 長 業 撤退や 短期的直接的 益 繋 い業

例え 基礎研究 廃 い 近視眼的 選択 中 行わ い 思わ

筆者 研究 述 い 組織能力 高 目的 選択 中

行わ い い 考え う 中長期視 選択

中 行う 一時的 業績 招 短期的利益 視 投資家 得 意思決

定 い いう構造 課 解決 必要 あ あ

経営者 選択 中 短期的業績 中長期的効用 い 構造的理解

あ 国 企業 抱え 課 構造 ン 示 必要

あ 企業 捉え 選択 中 意思決定 構造的課 示 例 見

あ い  

選択 中 業績 及 影響 い 析 市場 長率 応 選択

中 効果 異 国 高 長期 う 市場環境 現 う

長環境 最適 ン 異 い 検証  
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 選択 集中 意思決定  

 

前 様々 先行研究 選択 中 意思決定 策実行 要 あ いう

明 う あ 精神論 自 変わ 強い意志

決断 い 言 変わ 国 電機産業

属 企業 多 現 い 多角 状態 益性 い 業 営

い 実態 あ  

中 業 中 業 範 限定 一時的 業績 招 短期的利益 視

投資家 得 意思決定 経営者 強い意志 決断

策実行 推 進 必要 あ 経営者 選択 中 短期的業

績 中長期的効用 い 構造的理解 必要 あ

用い 出来 限 ン 示 試  

 

 構築 考え方 条件 

 

自社製品 ン う 一部 限定 中 一時的 業績

中長期的 業績向 ン 示 優先 企業 ン ン

認知 自社 中 ン 設定 際 質的 選択問 外 考え  

実際 企業 損益計算書 定 目 ン 異 製品 種々

選択 方 全体 損益計算書 ン 例え 営業利益率 影響

え 章 単純 全 製品 損益計算書 ン  

回 実 企業 一 製品 業 参考 変数 抽出

売 高 占 研究開発費 設定や 新製品開発 要 開発費 開発 要 人

員数 製品開発部門 繁忙 品質 や人 育 効果 招 合い 設定

当 業 現場管理者 議論 通 行  

 

 ン  

 

市場 製品 合 応 製品開発部門 繁忙 高い場合 新製品開発 い 十

設計検証 行う余裕 再 市場 製品 合 増 う
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いう 環 い 様々 企業 製品開発 設計 現場 実感 言わ

回 ン い 環 中心 周 因果 構築 い

ン期間  

章以降 人 いう言葉 使う 人 あ 筆者

従業員 料 産 あ いう考え方 敢え 文 使

い 付 え い い  

研研 ス

ダス出

製製の製品 レ

製品品品研出死

人財人成

効因

-

実実実実

テスミ出

実実実実

新製製研

研テスミ出

売売売

研研研研研研研

+

+

＋

+

＋

研研研研研研死

必要新製製

研研テスミ出

繁繁繁

新製製研

研テスミ実

実死 －
製品 向売 低低

製品品品研

出テステ

人財人成効因

テステ

テスミ資たたの研研研

新製製研

研テスミ出

製製製製

の多製成

新製製研研をををを

ここににに製品え縮縮

製品・・ ・

の拡拡死

スダス人成

選選こ

集集繁 モモ ミモモレモモモ

スダス資たたの実

実実実テスミ出

製品え伸縮資資

Ｒ

Ｒ

スダス人成 スギ

製製製品 スギ

製品え増削 スギ

 
 図  製品開発部門 け 開発 ソ 開発 数 関す 因果 図 

 

製品開発部門 開発 開発 数 関 因果 あ

前述 環 中心 据え 繁忙 高

製品 品質 いう 減少 品質問 発生率 高 品質問

応作業 多 実行 能 新製品開発 数 減少 繁忙

高 いう増強 あ  

繁忙 高 人 育 効果 減少 開発

育 開発 数 実行 能 数 減少 結果 繁

忙 高 いう増強 あ  

外部 新製品開発要求 側 自社 品揃え

維持 実行 要求 開発 数 実行 能 数 制約

実行率 算出 実行率 い場合 品揃え 縮 自社製品 多様性 減少

要求 開発 数 減少 いう ン あ  
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中 開発 数 実行 能 数 決 要 変数 一 あ

組織 設計開発能力 示 言 過言 い 開発 数 い

決 述 人 示  

実行 能 数 式 う 会社 1 間 実行 能

数 限 開発 人数 制約 場合 計算式 あ 一人

1 間 実行 能 数 人数 算出 い  

 

実行 能 数   (Item/Year)  

  開発 数兆 当 実行 能 数      式  

 

実行 能 数 決定付 数 算 制約 式

実行 能 数 限 研究開発費 算 制約 場合 計算式

あ 会社全体 研究開発費 間 算 新製品開発 実行 必要

費用 求 い  

 

実行 能 数 算   (Item/Year)  

  研究開発費 算 あ 開発費            式  

 

方 制約条件 結果 会社 実行 数 式

式 算出 結果 う 少 い う 実行 い 式 う 記

述 MIN 関数 弧 変数 い う 代入

関数 あ  

 

実行 能 数  (Item/Year)  

  MIN( 実行 能 数 , 実行 能 数 算 )  

                                 式  

式 求 会社 設計開発部門 表 間接業

や 合 応 中 行わ い 例え 市場

品質 合 発生 策 手 新製品 設計開発 従

減少 表現 実行 能新製品開発
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数 あ 述 品質問 発生率 使 式 う 表  

 

 実行 能新製品開発 数  (Item/Year)  

   実行 能 数兆 品質問 発生率          式  

 

繁忙 実際 実行 数 新製

品開発 数 実行 能新製品開発

数 比 軸 う

関数 算出 関数 何

現場管理者 議論 作 あ

考え方 通 あ 数 何

間接業 軸 時

繁忙 0.2 新製品開発 数

割～ 割 割 間接業 合わ 直線的 繁忙 増

超え 急激 忙 感 う いう設定 あ  

前述 繁忙 高 製品 品質 開

発 数 減少 者 い 人

論  

繁忙 製品 品質 影響 え 構造 い 繁忙 議論

様 組織 構 や設計開発 製品 特性 異 影響 あ

定 的 数式 い 現場管理者 議論 和感 い振

舞い う  

製品 品質 式 う 表  

 

製品 品質
医陥「貨 

医）ＮＲＪＳ除ＮＴＳ１Ｊ除除貨  

    医 品質向 兆貨Ｉ陥 + 製品 品質
医陥1貨  

     式  

 

製品 品質 標準 10 仮想的 指標 あ 標準

品質問 発生率 0.1 う 高 品質問 発生率

製品 品質 20 時 品質問 発生率

∫ 2

1

t

t



- 89 -     

品質問 発生率 昇 製品 品質 時 品質問 発生

率 設定 品質問 発生 設定 品質問

発生率 時 新製品 開発 全 出来 い状態 あ いう あ  

式 製品 品質 あ 品質 向 繁忙

関数 あ 繁忙 0 ～ 0.8 時 -0.1 製品 品質

製品 品質 1 間 1 割 昇 意味 逆 忙

増 繁忙 1.1 以 場合 +0.1 製品 品質

製品 品質 1 間 1 割 意味 繁忙 0.8

～ 1.1 間 製品 品質 -0.1～+0.1 間 直線的 変

 

々 議論 い 部 い う一 要 実際 実行中 新製品

開発 数 算出方法 あ 選択 中 要

1 0 定数 あ 0 場合 全 選択 中 い 意

味 時 新製品開発 数 実行 能新製品開発 数 要求

新製品開発 数 少 い う 選択 中 0

大 1 以 場合 ン期間 5 目 あ 2010 以降

記 求 新製品開発 数 選択 中 数 実行

い 2010 要求 数 製品開発組織 能力 あ

限 実行 2010 選択 中 意志決定 行い 以降 経営 意思

一定 割合 実行 い いう 意味 以 う 表  

 

新製品開発 数  (Item/Year)  

  実行 能新製品開発 数兆 (1- 選択 中 兆 StepFrom2010)  

      要求新製品開発 数 実行 能新製品開発 数 時  

  要求新製品開発 数兆 (1- 選択 中 兆 StepFrom2010)  

      要求新製品開発 数 実行 能新製品開発 数 時  

                                 式  

StepFrom2010 いう変数 ン期間 最初～ 2010

2010 以降 1 言う関数 あ Vensim® 場合 以

う 記述 関数 あ  
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StepFrom2010  STEP(1, 2010)    (DimensionLess)   式  

 

開発 数 決定 人

あ  

 

  

研研 スダス

出

一一研研一

出

採採出

退退出 一一 退退出 スダス

人財人成

効因

一一研研一

退退退出

スダス退退退出

テスミ資たたの必必ミモママス

一一研研一目目人出

人人資資資資

テスミ資たたの研研研

繁繁繁

スダス人成

実実実実テスミ出

研研研研研研研

人財人成効因

テステ

スダス資たたの

実実実実テスミ

出

 
            図  人 コホ サ  

 

一般的 企業 い 開発 部 数 適 確保 う 用要望 出

一般開発者 用 通 あ 開発 数 実行 能

数 決 実行 人員数 確保 一般開

発者目標人数 決 目指 用 行う 実行 能

数 当 必要 ン ワ 一般開発者目標人数 決 用

活動 時間 考慮 人員調整期間 設 一般開発者数 一般

開発者目標人数 人員調整期間 用数 い

数式 表 以 う 一般開発者数 式 表  

 

 一般開発者数
医陥「貨    

医５ＪＴＵＱＪ貨  

   医 用数 育 退社数 一般 貨Ｉ陥 + 一般開発者数
医陥1貨   

                                式  

∫ 2

1

t

t
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用数 前述 考え方 数式 以 う 表  

 

  用数   (People/Year)  

    ( 一般開発者目標人数 一般開発者数 ) 人員調整期間   式  

 

会社 用基準 あ 人員 用 時間 要 や 用 一般開発者

ン 発揮 時間 要 人員調整期間 5(Year)

い 一般開発者目標人数 式 表  

 

  一般開発者目標人数   (People)  

    実行 能 数兆 あ 必要 ン ワ     式  

 

実行 能 数 前述 あ あ 必要 ン ワ

実 特定 製品開発 例 4(People) 一般開発者 入社 退社

数 一般開発者退社 数 置 一般開発者数 一般開発者退社 数

退社数 一般 あ 数式 表 以 う  

 

 退社数 一般    (People/Year)  

   一般開発者数 一般開発者退社 数            式  

 

一般開発者 昇格 育 あ 前述 繁忙

育 影響 え 育 式 表  

 

 育   一般開発者数兆人 育 効果 (People/Year)  式  

 

育 結果 開発 数 式 う 求  

 

 開発 数
医陥「貨    

医５ＪＴＵＱＪ貨  

   医 育 退社数 貨Ｉ陥 + 開発 数
医陥1貨   

                               式  

∫ 2

1

t

t
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式 育

決 人 育 効果

人 育 効果 決定 縦

軸 人 育 効果 あ 軸

繁忙 あ 社 設計部門

ン 議論 基 筆者 独自

設定 あ 忙

場合 育 効果

育 い 逆 繁忙 極端

少 い状況 い ン 経験

蓄積 い 育 い 適 繁忙 中 経験 積 場

合 ン 育 設定  

式 退社数 式 う  

 

 退社数    (People/Year)  

   開発 数 退社 数            式 4  

 

退社 数 例え 昇格 均 歳前 定 歳 仮

定 間 退社 数 考え 式 示 う 開発

数 退社 数 減 い 構造 あ  

側 い  

製品 様 多様性 会社 保 製品 ン あ ン

一機種 開発 5 1 回実行 い

要求新製品開発 数 式  

 

 要求新製品開発 数    (Item/Year)  

   製品 様 多様性 ン         式  

 

製品 様 多様性 ン 市場 使わ 方や新 い地域 進出

大 単純 大 設定 要求
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開発 実行 い 地域や 減少 多様性

設定 式 う  

 

 製品 様 多様性
医陥「貨    

医．陥ＪＲ貨  

  医 製品 様 多様性
医陥1貨

兆 医 品種 大率 没1貨  

製品 様 多様性
医陥1貨

兆新製品開発 い 品揃え縮 貨貨Ｉ陥  

+ 製品 様 多様性
医陥1貨  

                 式  

 

新製品開発 い 品揃え縮 前述 新製品開発 実行率

品揃え伸縮期間 1 設定 用い 式 う 表  

 

 新製品開発 い 品揃え縮   (DimensionLess/Year)  

   (1- 新製品開発 実行率 ) 品揃え伸縮時間      式  

 

新製品開発 実行率 現 自社 い 市場 満

必要 製品開発 数 程 割合 実行

い 示 指標 あ 式 う 表  

 

 新製品開発 実行率    (DimensionLess)  

   新製品開発 数 要求新製品開発 数       式  

 

前述 環 中心 自社製品 象 市場 規模

市場 自社占 率 関 因果 あ 繁忙 抑制 自社 製

品 品質 向 市場占 率 昇 売 高 大 結果

研究開発費 算 増え 実行 能 数 増 繁忙 抑制

いう増強  

述 新製品開発 実行率 昇 品揃え 増

自社製品 象 市場 製品 市場規模 大 売 高 伸 結

果 研究開発費 算 増え 実行 能 開発 数 増 新製品開発

実行率 高 いう増強  

∫ 2

1

t

t
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研研 スダス出

製製の製品 レ

製品品品研出死

-

実実実実テスミ出

実実実実新製製

研研テスミ出

売売売

市市成成死

研研研研研研研

+

+

+

研研研研研研死

必要新製製

研研テスミ出

繁繁繁

新製製研

研テスミ実

実死

＋

製品向売低低

テスミ資たたの研研研

新製製研
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新製製研研をををを
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の拡拡死

市市市市死

＋

＋

選選こ

集集繁

モモ ミモモレ<
モモモ >

製品が製製選選に

与えに影影繁

市市死占占資資

スダス資たたの実実実実テスミ出< >

製品え伸縮資資

市市市市死占市

Ｒ

Ｒ

Ｒ

初資初

市市市市死

 

  図  自社製品 対象 す 市場 規模 市場占有率 関す 因果 図 

 

変数 製品 市場規模 前述 製品 様 多様性 様 考え方 算

出 い 多様性 単 (Item) 市場規模 金 (Yen/Year)

表 ン 品種や 多様 効果 え ン

ン 金 増 市場 長 考慮 い 製品 市場規模

式 う 記述  

 

 製品 市場規模
医陥「貨    

医＞ＪＳ景＞Ｊ四三貨  

  医 製品 市場規模
医陥1貨

兆 医 品種 大率没1 市場 長率 没1貨  

製品 市場規模
医陥1貨

兆新製品開発 い 品揃え縮 貨貨Ｉ陥  

+ 製品 市場規模
医陥1貨  

                  式  

 

市場規模 決 自社 市場占 率 自社 売 高 求

市場占 率 様々 要因 決定 製品 品質

決定 いう単純 行 市場占 率 変 式 記述  

∫ 2

1

t

t
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 市場占 率変    (DimensionLess/Year)  

   市場占 率兆 ((製品 品質 -10)兆品質 製品選択 え 影響 )  

占 率変動時間 )                    式  

 

品質 製品選択 え 影響 ン 行 時 市場

占 率 変 和感 無い程 最大 数 数十 変 設定

索 0.1 占 率変動時間 3 変数 用い 市場占 率

式 う 記述  

 

  市場占 率
医陥「貨    

医）ＮＲＪＳ除ＮＴＳ１Ｊ除除貨 

   医市場占 率変
医陥1貨

貨Ｉ陥 + 市場占 率
医陥1貨  

     式  

 

式 算出 市場占 率 前述 製品 市場規模 売

高 算出 売 高 式 う 表  

 

 売 高    (Yen/Year) 

    製品 市場規模 兆 市場占 率            式  

 

売 高 企業 経営方針 決 定数 あ 研究開発比率 前

述 研究開発費 算 算出 研究開発費 算 式  

 

  研究開発費 算    (Yen/Year) 

    売 高 兆 研究開発比率               式  

 

損益計算書 あ 前述 繁忙 製

造原価率 因果関 い いう仮 い い 設計部門 繁忙 高

十 検討 出来 高い原 料 使わ 得 い設計 料

使わ い 性能 出 複雑 製造 程 要 設計

あ 製造原価率 原 料や購入部品 い 変動費 設 償 費や間接

人件費 製造固定費 合計 あ  

∫ 2

1

t

t
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製製製製

売売売売売 その他販他研

売売売売

-

製製製製死削削・モアアモ

製製製製死

研研研研研実研

製製製製死削削テステ

売売売< >

売売売< >

繁繁繁< >

売売売

実実実実テスミ出

スダス資たたの実実実実テスミ出< >テスミ資たたの研研研

製製製製死占市

昨退の売売売

製製製製死削削効因

効因の遅れ

売売売

売売売売死

 

             図  損益計算書サ  

 

製造原価率削減 あ

前述 設計部門 ン

議論 原価削減 率 製品特性や都

生 い 外部環境 異

う 傾向 納得 結論 得

軸 繁忙 あ 縦軸 製造原

価率削減 ン あ 繁忙

場合 1% 製造原価率 改善

繁忙 2 場合 1% 製造原価率

ン 効果 間 常 時間 当然

あ 製造原価 製造段 経費 発生 庫 借 照表 計

売 立 時 損益計算書 経費 計 時間

生 効果 遅 2 遅 設定 製造原価率削減

ン 2 遅 製造原価率削減効果 あ  
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製造原価率 製造原価率削減効果 製造原価率変 算出

製造原価率 変 構造 い  

製造原価率 式 う 記述  

 

  製造原価率
医陥「貨    

医）ＮＲＪＳ除ＮＴＳ１Ｊ除除貨 

   医製造原価率変
医陥1貨

貨Ｉ陥 + 製造原価率
医陥1貨  

     式  

 

製造原価率変 以 う 表  

 

  製造原価率変     
    

医）ＮＲＪＳ除ＮＴＳ１Ｊ除除貨  

    製造原価率 兆 製造原価削減効果           式  

 

売 高 製造原価率 製造原価 式 う 算出  

売 高 製造原価 減算 売 総利益 求  

 

  製造原価  売 高 兆 製造原価率     
    

医＞ＪＳ景＞Ｊ四三貨    式  

 

売 高 製造原価 減算 売 総利益 求  

 

  売 総利益  売 高  製造原価     
    

医＞ＪＳ景＞Ｊ四三貨    式  

 

管費 前 売 高 一定 比率 う 算 立 一

般的 あ 実 あ 製品 業 参考 昨 売 高 14%

管費 う 研究開発費実績 実行 能 数 当

開発費 算出 式 様 営業利益 求 構造  

 

  営業利益     
    

医＞ＪＳ景＞Ｊ四三貨  

    売 総利益 管費 研究開発費実績       式  

 

 

∫ 2

1

t

t
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 分析 

 

 選択 集中 効果 検証 

 

～ 間 売 高合計 最大 選択 中

Vensim® Policy Optimization 機能 用い 求 ン 行

市場 長率 定数 変 売 高 最大 選択 中 最適

異 国 高 長期 う 長率 高い市場 現

う 長率 い市場 選択 中 必要性 異 示 結果 あ

析 市場 長率 応 ン 必要 考え  

市場 長率 定数 -5%～10% 間 い 設定 各々 い 売

高合計 最大 選択 中 求 示  

% % % % % % % % % % % % % % % %

市場 長率

中
長

期
売

最
大

選
択

集
中

 
    図  市場 長率 選択 集中 最適値 関係 

 

市場 長率 線 置 軸 変数 手入力 2010

以降 売 高合計 Payoff Element 目的変数 設定 選択 中

明変数 目的変数 最大 縦軸 求

線 繋 いう手法  
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全体 瞰 売 高 最大 選択 中 いう領域A

領域A 市場 長率 少 売 高 最大 選択

中 急激 立 領域B 市場 長率 一

近 領域C 市場 長率 回 売 高 最大

選択 中 再 昇 い 領域D 最 長 部 再

領域E 領域 い 各々 析  

 

領域 市場 長率 約 以 高 長市場 あ 領域 将来

売 高 最大 選択 中 あ わ 領域 選択

中 必要 高 経 長期 国 う 要求 製品開発 全 実行

い いう 意味  
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      図  市場 長率 9.00財 場合 売 高 び営業利益 

 

領域 代表 市場 長率 9% 場合 売 高 営業利益 示 選択

中 全 行わ 製品開発組織 能力 許 限 要求 開発 全 実行

い 売 高 営業利益 的 増 2010 ～ 2020 10 間 売 高

30 倍近 伸  
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領域 領域 少 市場 長率 急

峻 選択 中 最適 立 い 市場 長率 変 応 選択

中 意志決定 変え い いう 経営 い局面 考え

 

 

← 選択 集中
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      図  市場 長率 8.55財 場合 売 高 び営業利益 

 

領域 代表 市場 長率8.55% 場合 売 高 営業利益 示

選択 中 全 行わ 2020 置 売 高 線 営業利益 線 減

少 業 失い い 態 自社製品 品質 市場占 率

い あ 競合 い いう 意味  

一方 Vensim® Policy Optimization 機能 用い 求 選択 中 最適

0.13 要求 13% 実行 い 場合 調 売 高 線 営業利益

線 伸 出来 2015 売 高 傾 急変

時期 市場占 率 100% 獲得 品種 大 市場 長率 売 高

長率 一 ン あ 競合企業 打 勝 市場 勝者

いう 意味  
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領域 領域 市場 長率 4% ～ 8% 長

い 場合 あ 領域 選択 中 最適 0.25～0.27 坦 領域

 

領域 代表 市場 長率6.00% 場合 売 高 営業利益 示

選択 中 全 行わ 2020 置 売 高 線 営業利益 線 減

少 2012 以降 営業利益 赤 転 いう 態 領域 様

自社製品 品質 市場占 率 い 時 製品開発現場 製造原価

率 減活動 余裕 利益率 う いう状況 あ  
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     図  市場 長率 6.00財 場合 売 高 び営業利益 

 

一方 Vensim® Policy Optimization 機能 用い 求 選択 中 最適

0.27 要求 27% 実行 い 時 売 高 線 営業利益 線

一時的 無策 時 大 数 無策 時 比 逆転

2015 ～ 2020 昇 転 途 析 開発部門 余

裕 生 製造原価 減活動 行え 損益計算書 構造 改善 営業利益 赤

回避  

領域 領域 市場 長率 0% ～ 4% 長
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い 場合 あ 領域 市場 長率 い 応 選択 中 最適

0.27～0.40 変 領域  
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    図  市場 長率 「.00財 場合 売 高 び営業利益 

 

領域 代表 市場 長率2.00% 場合 売 高 営業利益 示

選択 中 全 行わ 2020 置 売 高 線 営業利益 線 減

少 2020 売 高 完全 競合 う 期間

2012 以降 2020 赤 いう 態 領域 様 自社

製品 品質 市場占 率 い 時 製品開発現場 製造原価率

減活動 余裕 利益率 う いう状況 あ  

一方 Vensim® Policy Optimization 機能 用い 求 選択 中 最適

0.32 要求 32% 実行 い 時 売 高 線 一時的

期間 半 昇 転 いう効果 あ 最 効果的 設計開発

部門 余裕 製造原価 減活動 期間全域 営業利益

赤 回避 あ  

領域 領域 市場 長率 -5%～ 0%
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長 い 市場 縮 い 場合 あ 領域 市場 長率 関

選択 中 最適 0.40 一定 領域  

 

← 選択 集中
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    図  市場 長率-」.00財 場合 売 高 び営業利益 

 

領域 代表 市場 長率 -3.00% 場合 売 高 営業利益 示

選択 中 全 行わ 2020 置 売 高 線 営業利益 線 減

少 2017 以降 売 高 完全 競合 う 領域 様

2011 以降 2020 赤 いう 態 領域 様

自社製品 品質 市場占 率 い 時 製品開発現場 製造原価

率 減活動 余裕 利益率 う いう状況 あ  

一方 Vensim® Policy Optimization 機能 用い 求 選択 中 最適

0.40 要求 40% 実行 い 時 売 高 線 一時的 選択

中 い場合 比 2020 売 高 確保 い

2020 市場占 率 70%近 確保 い市場 競合企業 勝

い 状態 営業利益 2016 半 黒 い 益性 確保

う 業 否 企業各々 第 あ
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長 い 選択 中 効果的 行え い 市場占

率 確保 利益 得 いう わ  

 

 選択 集中 意思決定 難しい ？ 

 

様々 先行研究 析 指摘 う 選択 中 出来 い 企業

業績 良い いう現象 い 従来 議論 選択 中 中心

企業 構築 構造 初 明  

析 以 2  

 

 市場 長率 高い場合 製品開発組織 能力 許 限  

要求 開発 全 実行 業績 向  

 市場 長率 い場合 以  

市場 長率 応 選択 中 最適  

 

以 2 高 経 長期 国 領域 う 市場環境 置

要求 製品開発 全 組織能力 許 限 実行 言え  

国 電機産業 う 高 経 長期 体験 基 い ン 現

一部 い 市場環境 ン 整合 生 い 考え

現 市場 い 国 電機産業 製品 象

市場 長率 均 高 経 長期 比 鈍 い 考え 前

析 いう領域 市場環境 置 い 能性 あ 戦 興期 国 需要

伸 え 欧米 輸出 大 高 経 長期 比 伸 い 国

需要や 欧米輸出 象 製品 供給 い や 長著 い新興国

い 地域特性 整合的 製品 投入 現地企業 新 競合 晒

い あ  

論文 冒頭 述 総 省統計局 統計 裏付 い

代 国 電機産業 売 高合計 長率 あ

代 比較的 気 良 ～ い ～ 程 留

い 現 電機産業 置 い 市場環境 前 析 述 領
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域 属 推測  

領域 代表 市場 長率6.00% 場合 売 高 営業利益

ン 追記 再掲 再掲  
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      図  市場 長率 6.00財 場合 売 高 び営業利益 

            図 コ ン を追加  

 

見 々 う 析 行い 線 線 比較

以降 劇的 改善 見い 選択 中 策 行 経営 実

践 場 い 以降 線 認知 い あ 策 実行

う い いう問い 確 答え 線 実績

認知 あ 記録 最大 売 高 超え 以

降 あ 選択 中 策 効果 定 的 実際 意思決定 場

い い  

章 示 構造的 明出来 経営者自身 構造的理解 進

確信 意思決定 能 経営者

章 示 構造的理解 基 い 明 行う 理解 や 考え  
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 第 章 ま  

 

電機産業 業績 迷 原因 選択 中 意思決定 策実行 十

着目 構築 析 行 選択 中 適 実行 い

思わ 企業 益性 高い 言 現象面 析 先行研究 出来

章 初 構造的 示 出来  

結果 市場 長率 応 選択 中 効果 異 新

明 高 経 長期 国 電機産業 多角 大 長

2000 以降 業績 迷 い 整合的 あ  

ン ン ン Ｇ 唱

ン う 市場 長率 高い領域 投資 中 いう

考え方 整合 ン

い 参考文献 [45] (1995) 参照 い  

析 選択 中 短期的 一 業績 中長期的

高い業績 得 明 製品開発 実行 能

数 いう組織能力 防 直近  “Work Hard” 状態 緩和 組

織能力 高 中長期的 ”Work Smarter” 状態 強 い いうSterman[46] 唱

 “Worse-Before-Better” 考え方 整合的 あ 中長期的 業績 最大 狙

短期的 業績 許容 必要 場合 あ 示唆 い  
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第 章 国 電機産業 選択 集中 乗 遅 た ？ 

 

 選択 集中 意思決定  

 

第 章 製品開発 選択 中 策 関 性 構造的 示 試 行い 選

択 中 中長期的業績 因果関 構造的 理解 う 構築 市場

長率 応 選択 中 合い 最適 明

第 章 市場 長率 ン 全期間 一定 単純 行

い 章 SD 一般的 市場 長 入 S 型 市場 長 表現

構築 述 S 型 市場 長 実 市場 様

黎明期 及期 経 熟期 構造 あ う 一般的 市場環境

い 現 勝 組 言わ い 企業 早い時期 注力商品 絞 い

思わ 選択 中 実 時期 着目 検討 新 行う

選択 中 開始時期 変 影響 析出来 う 再構築  

 

 構築 考え方 条件 

 

章 用い 基 構造 第 章 用い あ 自社製品 象

市場 う 一部 限定 中 一時的 業績 中長期的 業

績向 ン 示 優先 経営者 自社 ン ン 認知 自社

中 ン 設定 際 質的 選択問 外 自社

製品市場 範 い 製品 様 多様性 いう変数 単純

い  

実際 企業 複数 製品群 扱い 製品群 損益計算書 構造

異 選択 方 全体 益構造 影響 え 第 章 様

自社 複数 製品群 構造 全  

一般的 市場競 い 競合企業 比較 要 複雑

避 自社 経営 制 面 わ 前述 新 いう 動態的秩序

競合企業 関 市場占 率 いう変数 単純 前章 共通 あ

前章 い 前述 通 市場 述 型 長 遂 前章
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固定 選択 中 開始時期 変 応 業績 う変

検討 う あ  

 

 ン  

 

前章 様 市場 製品 合 応 忙 十 設計検証 行う余裕

再 市場 製品 合 繋 い いう 環 中心 周

複数 因果 前章 固定 い 選択 中開始

変 変数 新 定義 型市場 長 表現 追

 

 

研研 スダス出

Number of
Supervisors

Quality of Product
製製の製品 レ

製品品品研出死

Failure Rate

人財人成効因

Efficincy of OJT

-

実実実実テスミ出

Number of Theme
Available

実実実実新製製研研テスミ出

Number of Development
Theme Available

売売売 Revenue

研研研研研研研

Budget of RandD

+

+

＋

+

＋

研研研研研研死

必要新製製研研テスミ出

Number of Development
Theme Needed

繁繁繁 Busyness

新製製研研テスミ実実死

Executing Rate of Theme

－

製品向売低低

テスミ資たたの研研研

Cost per One Theme

新製製研研テスミ出

Number of Development
Theme Executed

製製製製の多製成

Diversity of Product

新製製研研ににに製品え増削死

Fluctuation of Coverage Rate

スダス人成

Promotion

選選こ集集繁

 Rate of Sele

ction and Co

ncentration

モモ ミモモレ

モモモ

スダス資たたの実

実実実テスミ出

製品え伸縮資資 Time to

fluctuation of coverage rate

Step Function

Ｒ

Ｒ

スダス人成 スギ

製製製品 スギ

製品え増削 スギ

選選こ集集 
研開退 Start 
Year of Selec
tion and Con

centration

製品え増削

・ ・拡拡に

にに製品え

増削死

・ ・拡拡死 Expantion Rate of Area

昨退の売売売売売売売死

 

 図  製品開発部門 開発 ソ 実行可能 数 関す 因果 図 

 

製品開発部門 開発 開発 数 関 因果 あ

前章 基 的 構造 あ 前章 様 新製品開発 数 実行

能新製品開発 数 要求新製品開発 数 う 少 い 前

章 以降 実行 能新製品開発 数 選択 中

以 実行 い設定 い 以降 開発部隊 人

育 余裕 生 育 中長期的業績 向 いう結果 あ
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章 前章 いう定数 用い い 部 選択 中開始 いう変

数 新 設 策 開始時期 業績 変 析 う  

以降 前章 部 明 省略 章 い 変更 部 数式 明  

選択 中開始 定数 あ Vensim® 最適 機能 用い 売 高 最大

選択 中開始 算出 繋 StepFanction いう変数 式

表  

 

 StepFanction STEP(1, 選択 中開始 )    (DimensionLess)  式  

 

STEP関数 ン開始時 弧 側 時 以降

弧 側 変 ン終了 維持 関数 あ

章 ン期間 ～ 設定

選択 中開始 選択 中開始

用い 前述 式 式 式 う 書 換え

前章 固定 い 策開始時期 自 変

最適 索機能 用い 開始時期 最適 求

能  

 

新製品開発 数  (Item/Year)  

  実行 能新製品開発 数兆 (1- 選択 中 兆 StepFanction)  

      要求新製品開発 数 実行 能新製品開発 数 時  

  要求新製品開発 数兆 (1- 選択 中 兆 StepFanction)  

      要求新製品開発 数 実行 能新製品開発 数 時  

                                 式  

 

前述 環 中心 自社製品 市場規模

市場 自社占 率 関 因果 あ 部 前章 構造 基 的

あ  

前述 通 選択 中開始 いう変数 追 式 示 部 様

変更 い 前章 式 示 自社製品
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象 市場規模 製品開発 大縮 一定 市

場 長 表現 い 章 市場規模 述 型 長

新 追 算出 全体 市場規模 接 製品開発

大縮 表現 自社製品 率 設

全体 市場規模 自社製品 象 市場規模 算出 構造  

研研 スダス出

Number of
Supervisors

Quality of Product
製製の製品 レ

製品品品研出死

Failure Rate

-

実実実実テスミ出

Number of
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実実実実新製製

研研テスミ出

Number of
Development
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+
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Number of Development
Theme Needed
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Executing Rate
of Theme

＋

製品向売低低

テスミ資たたの研研研

Cost per One Theme

新製製研研テスミ出

Number of
Development

Theme Executed
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新製製研研ににに製

品え増削死

Fluctuation of
Coverage Rate

Share of Market
市市市市死

＋

＋

選選こ集集繁

 Rate of Sel
ection and C
oncentration

製品が製製選選に

与えに影影繁

市市死占占資資 Time
to Fluctuation of Share

製品え伸縮資資

Time to fluctuation
of coverage rate

市市市市死占市

Fluctuation of Share

Ｒ

Ｒ

Ｒ

初資初

市市市市死

Step Function

選選こ集集 
研開退 Start 
Year of Sele
ction and Co
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自退製製が対対ことに市市規規

Global Marketable Volume

安全の市市規規

Whole Market
Volume

昨退の売売売

売売売売死

モモ ミモモレ

モモモ

スダス資たたの実実実実テスミ出

 
  図  自社製品 対象 す 市場規模 市場占有率 関す 因果 図 
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            図  人 コホ サ  
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以 因果 え 設計開発部

門 い 開発者 用 開発 育 い いう人 (cohort)

あ 前章 全 用い  

製造原価 研究開発費 管費 営業利益 算出 損益計算書

あ 前章 全 用い 繁忙 応 製造原価

率 減効果 影響 え いう構造 様 あ  

 

   

製製製製

Manufacturing
Cost

売売売売売

Gross Profit
その他販他研

Selling Overhead

売売売売

Operating Profit

-

製製製製死削削・モアアモ

製製製製死
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スダス資たたの実実実実テスミ出< >
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製製製製死占市
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売売売
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             図  損益計算書サ  

 

章 新 追 示 型市場 長

あ System Dynamics Society 標準的 使わ い

教科書 前掲書 Sterman[24] pp. 295-348 中 書 い

”S-Shaped Growth: Epidemics, Innovation Diffusion, and the Growth of New Products”

Bass Diffusion Model 章 適用 あ 中 Sterman

製品 及 潜 顧客 顧客 接触 や評 い 情報伝 発生

潜 顧客 中 一定 割合 用率 新規 用 発生 顕 的 顧客 い

構造 市場規模 型曲線 従 大 い  

全 製品市場 型 及 従う 限 い [47] 製品
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論 い 過去 多数 先行研究 型 長 前 多

製品 型 長 当 熟期以降 曲線 形状 い 市場環境

多数 種類 ン 示

製品 論 及理論 混 製品 論

衰退期 及理論 及理論 消費者 容 推移 積 数

型曲線 考え方 前述 Sterman[24] 考え方 あ

章 考え方 用 Bass Diffusion Model 型 及 前

検討 進  

市場規模 算出 全体 市場規模 接  

 

潜潜潜潜

Potential
Customers

潜潜 Customer

新規潜潜採採出

Addoptions
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Customer
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潜潜こ潜潜潜潜の接接
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Contacts

採採死
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普普死

Diffusion Index

潜潜資たたの退資年年量

Revenue from One Customer
per Year

安全の市市規規

Whole Market
Volume

・ ・拡拡

Expantion of Area

・ ・拡拡死 Expantion
Rate of Area

市市成成死

Market Growth
Rate

昨退の市市規規

<Time>

 

 

     図  Ｓ字型市場 長 サ  (Ba上上 ）iffu上ioそ ２odel)  

 

潜 顧客 顧客  

潜 顧客 当 製品 定期的 購入 顧客 い 将来顧客

能性 あ あ い 製品 計画 時 設定 狙い 購 層 人 数 あ 新製

品計画 際 設定 顧客 概念 近い 考え 潜 顧客

式 う 表 初期 1000000 あ  

 

潜 顧客
医陥「貨 

  医５ＪＴＵＱＪ貨 

 医 大 新規顧客 用数 貨Ｉ陥 + 潜 顧客
医陥1貨

     式  

 

∫ 2

1

t

t
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大 当 製品 売 例え 企業 属 国 外

大 先進国 新興国 大 場合 潜 顧客数 増え

表 式 表  

 

大 総顧客数兆 大率   (People/Year)   式  

 

式 大率 検討 い 発売 熟

一定 いう単純 行い 1 式

析 用い 想定 念 挿入 あ  

総顧客数 潜 顧客 顧客 和 あ 式 表  

 

総顧客数 潜 顧客 顧客  (People)              式  

 

潜 顧客 あ 新規顧客 用数 式 表  

 

 新規顧客 用数 顧客 潜 顧客 接触兆 用率  医５ＪＴＵＱＪ景＞Ｊ四三貨  式  

 

式 用率 当 製品 使 い 顧客 使 い い潜

顧客 生活等 場面 接触 数 う 顧客 接触 潜 顧客

や紹 潜 顧客 新規 確率 あ 章 0沢00』

 

顧客 潜 顧客 接触 式 う 表  

 

 顧客 潜 顧客 接触 潜 顧客接触兆 及率   医５ＪＴＵＱＪ景＞Ｊ四三貨    式  

 

式 中 潜 顧客接触 潜 顧客 誰 人 間 接触 回数 あ

接触 人 既 当 製品 使 い 顧客 あ 確率 及率 あ

顧客 潜 顧客 接触回数 求 言う考え方 あ  

潜 顧客接触 式 う 表  
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 潜 顧客接触 潜 顧客兆接触率  医５ＪＴＵＱＪ景＞Ｊ四三貨         式  

 

式 接触率 一人 潜 顧客 間 何人 人 接触 いう

あ 人 接触 当 製品 新規 用効果 変わ い 仮定 人数

異 人 接触数 考え 『00  

う一 あ 顧客 式 う 表  

 

顧客
医陥「貨

 医 新規顧客 用数 貨Ｉ陥 + 顧客
医陥1貨

   医５ＪＴＵＱＪ貨    式  

 

以 求 変数 使 及率 式  

 

  及率 顧客 総顧客数     医）ＮＲＪＳ除ＮＴＳ１Ｊ除除貨        式  

 

以 全体 市場規模 式 う 算出 接

 

 

全体 市場規模 顧客兆 顧客当 間購入  医＞ＪＳ景＞Ｊ四三貨  式  

 

析 使う 想定 市場 長率 式 う 求  

 

 市場 長率 全体 市場規模 昨 市場規模  医）ＮＲＪＳ除ＮＴＳ１Ｊ除除貨 式  

 

昨 市場規模 前述 ン遅 医）ＪＱ四と ＋ＮでＪＩ貨 関数 用

い 市場規模 振 舞い 遅 あ  

以 第 章 変更 追 部 数式 交え 解 章

明 変数 い 第 章 参照い い

用い 析 進 い  

 

 

 

∫ 2

1

t

t
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分析 

 

 Ｓ字型市場 長サ 動作検証 

 

特 特異 析結果 性 担保 市場

長 異 複数 条件 い 中長期売 長 析 前

章 新 追 及 市場 大 動作検証 行 市場 長

変 接触率

設定 全体 市場規模 推移 い 見 う

章 ン 設定期間 ～ あ 市場

例え 等 接触率 変 う 市場 長 変  

安全の市市規規Graph for  Whole Market Volume
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安全の市市規規 Whole Market Volume : 400_20000 1 1 1 1 1 1

安全の市市規規 Whole Market Volume : 200_2000 2 2 2 2 2 2

安全の市市規規 Whole Market Volume : 100_2000 3 3 3 3 3

安全の市市規規 Whole Market Volume : 050_2000 4 4 4 4 4 4  
        図  全体 市場規模 推移 Ｓ字型市場 長  

 

新規顧客 用数 あ 市場規模 微 義 あ

市場規模 曲線 変曲 新規顧客 用数 市場 長

あ  

接触率 場合 新規顧客 用数 市場規模 変曲

接 触 率 400  
接 触 率 200  
接 触 率 100  
接 触 率 50 
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接触率 場合 接触率 場合 半 接触

率 場合 いう結果  

新規潜潜採採出Graph for  Addoptions
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新規潜潜採採出 Addoptions : 100_2000 3 3 3 3 3

新規潜潜採採出 Addoptions : 050_2000 4 4 4 4 4 4

 
   図  市場 長 違い 新規顧客採用数 市場 長率  

 

前章 市場 長率 応 最適 選択 中 明

析 選択 中開始 変 全期間 合計売

高 最大 選択 中 Vensim Optimization 機能 用い 求

接触率 ～ 場合 概 選択 中 時 最 効果

的 業績 大 章 選択 中 開始 い

影響 章 選択 中 固定

 

接触率 ～ 間 変 析 行 い 前 実 市場

及 い製品 ン い 十 析 行え 確認

比較的 及 思わ ン い 考え ン

定義や統計 方法 様々 あ 市場 投入 最初 格的

ン 社 発売 W-ZERO3 考え 以降

急 及 進 周知 実 あ 民間調査会社 調査 [48]

接触率 400  
接触率 200  
接触率 100  
接触率 50  
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ン 出荷実績 以降 測 見

及 大 迎え ～ 飽和 う 型 長

い 市場投入 約 半 新規顧客 用数 市場規模 微

迎え 更 半 飽和 い いう あ 示 接触

率 長 等 あ 型 長 振 舞い 整合的

あ 章 倍 市場 長 あ 接触率 析

行う 実 最 い市場 長 含 十 結果 得 考

え  

 

 選択 集中 開始時期 中長期売 長 与え 影響分析 

 

設定 市場 長 異 い 選択 中開始

変 企業業績 比較 最適 選択 中 時期 い

検討 い  

 

 接触率 ＝ 400  

    

接触率 新規顧客 用 場合

選択 中開始 変 売 高

あ 一 増 減少 曲線 新規顧客 用数 軸 あ

以外 曲線 売 高 軸 あ 一部 売 高曲線 選択 中開始

記  

選択 中開始 場合 最 売 高 増 早 意思決定 遅

遅 長 鈍 売 高 選択 中開

始 一 変 あ 売 高 億 最 部 到

時期 見 行 曲線 大 い

前 半 意思決定遅 影響 半 意思決定遅

影響 方 深 あ 例え 策 遅 場合

選択 中 開始 以 売 減少 いう 的 結果

新規顧客 用 あ 市場 大
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越え 場合 売 長期 経験 選択 中 効果

得 い いう 示唆 い  

    

 

     図  接触率 400 新規顧客採用 「00」.5 場合  

           選択 集中開始 別 売 高分析 

 

程 長 鈍 的 い 様々 考え方 あ 企

業 資金余力 異 企業会計 原則 利益 得 総資産 増

一定 資産効率 維持 う 長 必要 あ 章

売 長期 場合 的 考え 析 進 場合

選択 中開始 場合 曲線 数 売 長期

 

 

 接触率 ＝ 「00  

 

接触率 新規顧客 用 場合 選択

中開始 変 売 高
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あ 一 増 減少 曲線 新規顧客 用数 軸 あ 以外 曲

線 売 高 軸 あ 一部 売 高曲線 選択 中開始 記  

選択 中開始 場合 最 売 高 増 早 前 接

触率 様 意思決定 遅 遅 長 鈍

売 高 選択 中開始 一 変

あ 売 高 億 最 部 到 時期 見

行 曲線 大 い 代前半 意思決定

遅 影響 意思決定遅 影響 方 深 前

様 結果 あ 例え 策 遅 場合 選択

中 開始 以 売 減少 いう 的 結果  

 

 
    図  接触率 「00 新規顧客採用 「007 場合  

          選択 集中開始 別 売 高分析 

 

場合 選択 中開始 場合 曲線 数 売

長期 新規顧客 用数 最初 あ

い 市場 大 越え 場合 選択 中 効果 得

い 言え     
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 接触率 ＝ 100  

 

接触率 新規顧客 用 場合 選

択 中開始 変 売 高

あ 前 様 一 増 減少 曲線 新規顧客 用数 軸

あ 以外 曲線 売 高 軸 あ 一部 売 高曲線 選択 中

開始 記  

 

 
    

    図  接触率 100 新規顧客採用 「01」 場合  

           選択 集中開始 別 売 高分析 

 

前 様 選択 中開始 場合 最 売 高 増 早 意

思決定 遅 遅 長 鈍 前 様 売 高 億 到

時期 見 行 曲線 大 い や

代前半 意思決定遅 影響 意思決定遅

影響 方 深 あ 策 遅 場

合 選択 中 開始 以 売 減少 いう 的 結果
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場合 選択 中開始 場合 曲線 数 売

長期 新規顧客 用 最初

あ や 市場 大 越え 場合 選択 中 役 立

い いう 場合 言え  

 

 接触率 ＝50  

 

接触率 新規顧客 用 場合 選択

中開始 変 売 高

あ 一 増 減少 曲線 新規顧客 用数 軸 あ 以外 曲

線 売 高 軸 あ 一部 売 高曲線 選択 中開始 記  

 

 
 

   図  接触率50 新規顧客採用 「0「7 場合  

          選択 集中開始 別 売 高分析 

 

前 様 選択 中開始 場合 最 売 高 増 早 意
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思決定 遅 遅 長 鈍 前 様 売 高 億 到

時期 見 行 曲線 大 い や

代 意思決定遅 影響 意思決定遅

影響 方 深 あ 市場 長 迎え

策 遅 場合 選択 中 開始 以 売 減

少 的 結果  

場合 選択 中開始 場合 曲線 数 売

長期 新規顧客 用 中

あ 市場 大 越え 場合

早い時期 意思決定 い 選択 中 役 立 い いう

接触率 高 市場 長率 大 い前 析 比

市場 長率 い 前章 示 市場 長率 い場合 選択 中 必

要 いう 析結果 整合的 あ  

 

 分析 ま 分析結果 検証 

 

型市場 長 接触率 異 い 選

択 中 策 開始 時期 企業 売 長 え 影響 析 結果以

 

 

 持 的 長 選択 中 開始時期 市場 長 

市場規模曲線 変曲 早 い  

 選択 中 開始時期 遅  

開始時期 業績 期間 長  

 市場 長 緩や 製品 あ あ 選択 中 時期  

市場 長 早 い  

及 い製品 場合 市場 長 近 良い  

 

及 い 選択 中 開始 市場 長 近

遅 良い いう結果 前章 析結果 整合的 あ 及初期 い
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選択 中 全 要求 実行 競合 競 勝 いう方針 良い

言え 章 接触率 う 及 い場合

い 遅 及 越え 前 選択 中 開始 求  

記 う 析結果 原因 選択 中 遅 場合 一 売

減少 再 増 転 原因 深 析 い  

 

 前項 分析結果 対す 原因分析 

        

    図  接触率 100 新規顧客採用 「01」 場合  

           選択 集中開始 別 売 高分析 

 

示 接触率 新規顧客 用

選択 中 開始

場合 売 高 振 舞い あ 一

増 減少 曲線 ～ 様 新規顧客 用数 あ 以外

曲線 売 高 示 売 高曲線 記載 選択 中開始 あ  

や 選択 中 開始 場合 調 長

遅 場合 売 高 億 到 時期 程 遅

調 長 更 遅 選択

中 開始 場合 数 売 長期
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更 遅 市場 長 あ 選択 中 開

始 以 長期 的 結果  

原因 析 幾 観察

 

 

    
   図  選択 集中開始 別 新製品開発 数 比較 

 

新製品開発 数 比較 あ 選択 中開

始 い 一 数 減少 早い時期 実行 中長期的

数 増や 出来 い 例え 選択 中 開始

場合 開始 場合 比 僅 策 遅

1(Item) 製品 生 能力 得 近 遅 生 競合企

業 策 遅 開発部門 能力 生 出 業績

ン 持  

原因 開発 数 見 開発

数 比較 あ 選択 中 開始 繁忙 原因 育

効果 数 減少 い 数 生物学

的 個体数 業 行え 能力 全労働時間中

業 行え得 時間 割合 人数 考え方 あ あ 故 1(People) 満

少数 付 え  
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     図  選択 集中開始 別 開発 数 比較 

 

     

   図  選択 集中開始 別 製品 品質 ベ 比較 

 

育 効果 相互 因果関 あ 製品 品質 見

製品 品質 比較 あ 章 い 製品

品質 顧客 製品選択 影響 市場占 率 決 い 構造 い

え 品質問 発生率 影響 え 品質問 応業 増

実行 能 製品開発 数 構造 結果 設計開
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発部門 繁忙 高 開発 育 妨 構造 い

品質 → 繁忙 → 開発 数 → 品質 いう 環

選択 中 実行 裁 良い 環 生 要 あ  

選択 中 実行 品質 や 数 昇 転

遅 売 高 減少 阻 長期間 遅 昇

転 早い時期 選択 中 実行 い 的 結果  

 

 第 章 ま  

 

選択 中 開始時期 企業 中長期的業績 多大 影響 え 明

市場 大 超え う 選択 中 効果 得

いう 明  

韓国 家電 金融 機 選択 中 行 結果

現 市場 ン 得 い や や ン 最初 限 領域

選択 中 い 比 電機産業 選択 中 出遅 言

え い う  

市場 大 見 市場 ン 新 創 いう 行

従来 変わ 大 あ 既 製品 い 市場 長

手前 う 大 見 地域 特 特定 製品

ン 中 自社 市場 範 自 変え い 効

考え  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 127 -     

第 章 ッ 思考 技術経営 

 

 分析結果 ま  

 

研究 以降 国 電機産業 高 経 長期 比較 売 高

占 研究開発費 増 い 関わ 売 高 占 営業利益率や売 長

率 迷 い いう問 意識 基 い い  

第 章 述 う 問 意識 基 益 先行研究 多数 経

産業省 産業構造 ン う 果 基 行 面 策 見

策定 議論 企業経営者 関わ い 先行研究 基

あ ン い 経営者 一定 理解 い 思わ

意思決定 情報認知 策実行 最適 や 中

長期的視 組織能力 高 目的 製品 ン 選択 中 十 実行

出来 国 電機産業 中 占 企業 業績 迷

或い 替 影響 表面的改善 い  

益 先行研究 企業業績 いう現象面 捉え い 構造的 問

質 言及 十 い 質的 解決策 出来 い い 企業 い

う 抱え い 問 構造的 理解 新 構築 析

行  

 

研究 第一 必要 経営資源 現状 経営資源 調整 意

思決定 策実行 着目 市場環境 応 認知 早 情報 異

市場環境 異 製品 扱う企業 い 各々 情報認知 組

必要 あ わ 象製品 市場特性 応 ン 変え

い 明 第 章 得 以 析結果 基 あ

 

 

 扱う製品 市場環境 合わ ン 最適 要  

 市場環境 応 長性 益性 効率性 全性  

全 高 最適  



- 128 -     

 急激 変 う 情報 い 早 察知 要  

 急激 変 応 実行 策 必要 関連情報 認知 早 必要 あ  

 全性 指標 ン 会社全体 共通 経営

意思決定 会社全体 透 要  

 

原 料価格 変動 激 や競合製品 価格競 激 異

製品群 一企業 扱う 困 場合 多 場合 異 ン

許 う 組 例え 社 所謂 業部制 必要

言え 一 組織 間接 増大

ン 異 業 多 抱え 得策 業 選択 中

必要 いえ 一方 市場環境 似 い 製品群 一 組織 中 い

う 策 効 いう 言え  

 

第 選択 中 意思決定問 着目 製品開発 育 組織能力

高 選択 中 合い 最適 市場 長率 応

明 第 章 以 析結果 基  

 

 市場 長率 高い場合 製品開発組織 能力 許 限  

要求 開発 全 実行 業績 向  

 市場 長率 い場合 章 約 以  

市場 長率 応 選択 中 最適  

 

あ 一定 市場 長率 章 約 満 市場 い 選択

中 効果 あ 明 選択 中 合い い

市場 長率 応 最適 一定 章 約 超え

市場 長率 選択 中 い 業績 最大 いう 明

 

高 経 長期 国 電機産業 多角 高い 長 実現

整合的 あ  

市場 長率 一定 満 い市場環境 い 選択 中 い ン



- 129 -     

行 い 場合 製品品質 市場占 率 繁忙 高

製品開発 育 疎 中長期的 設計開発能力 足 いう

構造 問 あ  

 

第 選択 中 策 開始 時期 着目 策 開始遅 的 業績

差 生 明 第 章 以 析結果 基  

 

 持 的 長 選択 中 開始時期 市場 長 

市場規模曲線 変曲 早 い  

 選択 中 開始時期 遅  

開始時期 業績 期間 長  

 市場 長 緩や 製品 あ あ 選択 中 時期  

市場 長 早 い  

及 い製品 場合 市場 長 近 良い  

 

第 章 い 記 う 起 原因 深堀 短期

的 業績 視 視 人 育 通 計画的 術蓄積 怠

一 減少 開発部門 能力 短期間 回 長期間 企業業績

影響 え わ 製造業 必要 選択 中 投資家

行う う ン 人 育 通 組織能力蓄積

余力 得 選択 中 いう い う  

 

析結果 構造 問 克服 競 力 回 中

長期的 国 電機産業 属 企業 実行 策 幾

見え  

第一 仮 製品開発効率 一時的 品質 いう 策

品質 →市場 合 応→繁忙 昇→品質 いう 環 断

要 あ 自社製品 品質や品質 確保 組織能力 いう経営資源

維持強 あ  

第 様 短期的 製品開発効率 十
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術者 経験 い 策 実行 中長期的 組織 能力 高

い 要 あ 人 育 目的 設計部門 余裕 合い 市場 長率

応 変え い いう 研究 析結果 明 過去

体験 引 思い 要求 開発 一部 実行 い 言

必要 い 一部 実行 い 目的

開発 数 いう わ 経営資源 人 維持強

置い 選択 中 あ  

第 市場環境 応 製造 売 開発全 意思決定 最適

市場環境 類似 自社 得意 領域 選択 中 要

あ 領域 選択 中 全社一体的 意思決定 経営戦略 明確

術戦略 連鎖 記第 策 実行 効果的 要

あ  

 

以 析 単 売 や利益 い 視 組織

能力 無形 経営資源 いう 視 明 あ 研

究 問 意識 あ 術開発 果 業績 活 い い いう視

わ 術者や無形 術資産 中長期的 蓄積 必要 あ  

先行研究 様々 析 会計 経費 あ 研究開発費

や売 高 営業利益 指標 用い 企業 過去 業績 析 益 あ

企業 目標 設定 短期思考 い意思決定 妨 能性

あ  

会計 目標 損益計算書 借 照表

用い 指標 設定 考え 資産 蓄積 効率性指標

増 一般的 少 い う 良い いわ 棚卸資産や売 債 等

指標 相 稿 蓄積 い 資産 あ 術や組織能力 い

経営資源 会計 借 照表 い  

組織能力や 術資産 能 人 表現

増 新 目標 追 ン 必要 考え 実現

方法 様々あ 思わ 一 う 筆者 言 述  
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 ッ 思考 技術経営 た 一方法 提言 

 

 事業戦略 製品戦略 明確化 

 

第 章 析結果 市場環境 異 製品 一組織 抱え い 場合

異 ン 意思決定 要求

業 多角 い 企業 益性 い いう過去 実証研究 紹 踏

え 市場環境 類似 業 中 経営 意思決定 効率 高

考え う 踏 え 中長期的 自社 注力 製品や 業 明

確 必要 あ  

市場環境 異 業 場合 市場環境 類似 業群 組

織 い 策 効 考え 組織 間接 増大

一 組織 業 非効率 組織 数

少 い う 良い 考え  

市場環境 い 製品価格や 料価格 変動 激 新製品投入

既 製品陳腐 競合企業 多 考え 類似 市場

製品 自社 業 類 中 最 規模や 益性 大 い 業群

自社 最 得意 市場 言え い う  

う 自社 得意 市場 い 製品 業 研究開発投資

い 過去実績 調査 必要 あ 論文 冒頭 述 う 国 電機産業

代～ 代 高 長期 比 多 研究開発投資

最 大 業領域 投資 う 代 半

代 う 業 投資 領域 比 少 能性 あ 全

企業 例外 当 限 い 各企業 部 う 行う

考え  

新製品戦略 い 自社 得意 市場環境 認識 整合的

ン 認識 ン 整合的 新製品 計画 中

自社 徹底的 磨 術 外部 進 活用 大 考

え  
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 ッ すべ 技術領域 再定義 

 

第 章 析結果 製品開発部隊 能力 一 減 う 再 獲得

多大 時間 要 従 中長期的 術 蓄積増 必要 あ

蓄積 い 術領域 明確 必要 あ 特定 製品 特 術領域 定

義 い 製品 陳腐 場合や 製品 撤退 場合 術

ン 蓄積強 組 途絶え う ン 活用

う 象徴的 術 ン や 使い

術や生産 術 う 外部 表 い 術 含 中長期的 必要

術領域 漏 定義 必要 あ  

 

実 企業 術領域 設定 関 見

ン戦略 関 顧客 中 特定製品 機能性能 現

術 偏 あ  

西 [49] 例研究 行 い 中 引用 い

両社 多数 表資料 中 あ 顧客 直接表現 単語

高品 消費電力

大画面 程 あ い

製品 機能性能 現 関連 あ 自社 効率 組

社 関 殆 あ  

 

電機産業 蓄積 術 製品 機能性能 直接効 術 い

西 前掲書 [49] 例 あ う 例え 開発 革新 顧

客 影響 え 要 術 あ あ 種 術領域 漏

設定 顧客 表現

言  

軸 設定 い  

一 目 軸 自前 拘 外部 ン や 自社製品 特徴

合わ 使い いう軸 あ 言い換え 独自 強 磨 磨

術 ⇔ 外部 強 活 活 術 いう軸 あ  
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目 軸 製品 機能や性能 高 価格 早 市場 供 いう

軸 あ 言い換え 機能性能 高 価 術 ⇔ 早 供 効

率 術 いう軸 あ  

 

軸  

軸 独自 強 磨 磨 術 ⇔外部 強 活 活 術  

軸 機能性能 高 価 術 ⇔ 早 供 効率 術  

 

軸 直交 顧客 言い換え 市場競 軸

関 領域 抽出 示  

各々 象限 顧客 市場競 軸 国

代表的 電機産業 所謂 わ 完 品 組 立 主

系 電気機器製造業 考え 場合 一例 あ 半 体 や電

子 料 系 電子部品製造業 考え 場合 全 異 能性

あ 系 電気機器製造業 あ 扱う製品や研究開発

異 知置 い  

 

     
      図  顧客ベネ ッ 技術 領域 例 
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顧客 機能 領域 ン

入力機能 入力 情報や記憶 い 情報 演算 処理 制御 機能

顧客 期待 動作 表示 発信 行う出力機能 実現 術 あ

組 合わ 顧客 応え ン 現 術領

域 あ  

 

顧客 性能 領域 従来 混 あ い 垂直統合型

自前主義 い 要視 前掲書 [7] 川 述 い う 例

え 標準 Intel や Arm 限

供給 い 実情 変 捉え 最先端 進 徹底的 活用

使用 自社 製品特性 合わ 術 求

考え 一例 あ 群

多い や 類 中 外部 進 活 い う 例

え や 外部 求 あ  

電気機器 完 品 自前 拘 領域 定 様 積

極的 外部 進 活用 自社製品 効率 性能向 う 術領域

決定 外部 や 活用 術 高 効率的

最先端 性能 顧客 供 能性 あ  

 

顧客 領域 や 品 製造方法等 自社

特 特徴 あ い 例え 金型 製造 程 効率 特 自動

術 特 検査 術 自社 い 組立 検査 法や 程

特徴 持 製造 行う 術領域 あ 従来 術

い 購 術 いう う 概念 あ 知 い 購 部門

単 交 価格 原 料 購入 例え い 品

質 い原 料 使 設計 自社製品 品質 維持 術

要 術 知 い う 組 顧客 求 適 価格 製

品 供 術領域 あ  

 

顧客 領域 外部 標準 い 手 や 標準
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い 組 合わ 組 入 等 あ

前述 例 いう開発 革新 術や 術

あ う 出来 能力 要 術 捉え 蓄積 い 要

考え  

 

以 領域 中身 企業 扱う製品 異 能性 あ

例え 料 や半 体 機能 性能 寄

術 部 磨 術 知 い 扱う製品 種類

領域全 術 い場合 あ 知 い 軸 磨

術 ⇔ 活 術 価 術 ⇔ 効率 術 活用 従来

見落 術領域 ン ン 当 自社 蓄積 術

漏 抽出 出来 い 考え  

見落 術領域 ン 減少 防 第

章 析 う 的 結果 招 い ン 行う 必要条件 一

え い 考え  

 

 短期的事業 果 技術蓄積を両立す 運営 

 

前 蓄積 術領域 明確 手法 例 案 言う 無

中長期的 術蓄積 進 訳 い 第 章 第 章 析 う

常 術者 育 う ン 行 い い 優 術者

減少 何 業 大 術者 足 設計部門 繁忙 増

大 人 育 余裕 一層無 術者 一層 足 い いう 環

生  

第 章 第 章 析 現 設計能力 敢え 短期的 ン

余裕 人 育 いう 大 いう 体的

う ン 望 い う  

狙い 実現 人 育 余裕 作 得 余裕 確

実 人 育 活 いう 実践 い 筆者

構築 際 議論 い い 開発部門 管理者経験者 方々 筆者自身 経
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験 設計開発業 通 育 On the Job Traning / 以 いう 最

効果的 あ 能性 高い 鑑 業部門 設計開発現場 術蓄積機能

完全 適 人 育 実現 い 考え 一方 彼

議論 中 聞い 大 い 業部門 現場 術

者全員 配置 う 目先 設計業 追わ い 育 目的 十 果

い 能性 あ  

いう 育 目的 果 いう 企業 全体 瞰 前 述

術領域 設定 設定 領域 的時期的 目標 掲 術蓄積

格 術者数 確保 計画的 実現 あ 多忙 設計現場 中 個人

的先 的 優 人 偶然 居 自 効果 高 育 い いう

い  

設計現場 効果 高 常業 埋

経営 企 的時期的 目標 合 術蓄積 行う 方策 以

う 運営 一方法 言  

経営 等 研究 知 護 [50] 当時 研究科 博士課程

学生 あ 西 氏 博士論文 引用 書い い 都祇園 花街

経営 関 御茶 顧客 直接的 行う組織

専門部隊 舞妓 芸妓 笛や 鼓 演奏者 異 専門

部隊 置 派遣 御茶 組 合わ 顧客 合わ

行う いう 組 あ 護 単

置 基礎教育 御茶 現場 組 合わ 言 い

 

組 自動車 い ン ン ン ン

専門部隊 新車開発 発足 専門部隊 術者

結 終わ 元 専門部隊 戻 い いう 組 運営 い

類似 い 考え 電機産業 い う 注力 術 蓄積

ン 組 類似 組 入 求 い

う  

例え 業部門 要素 術蓄積部門 組織的 立 業部門

設計開発責任者 納期 求 機能性能品質 満 新製品
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目標 従来 要素 術蓄積部門 責任者 術者 ン

現場 投入 引 戻 格 術者 蓄積 目標

方法 あ  

祇園 御茶 顧客 完 力 必要 あ

様 業部門 設計開発部隊 当 業 象製品 特 製品構

常駐 製品開発 発足 要素 術蓄積部門 要素

術者 活用 製品 完 能力 必要 あ  

祇園 置 様 要素 術蓄積部門 前 述 う 中長期的

要素 術 い 専門家 あ 業側 一 製品開発

実行 期間 周期 人員 派遣 術蓄積 目的

定期的 人員 戻 入 替え 業現場

実行 要素 術開発 通 先輩 輩 基礎教育 行う

 

以 う 要素 術部門 あ 方 高 長期 国 中央研究所 異

筆者 考え い 最先端 学術 果 入⇒基礎研究⇒応用研究⇒製品

いう ン的 流 中 流 置 中央研究所 異 業部門

等 術者 製品開発 程 期間 ン 業部門

行う期間 あ 機動的 外部 最先端 学術 果 掴 い 期間 あ

いう設え あ  

以 運営方法 一例 あ 注力 術領域 漏 抽出 術領

域 計画的中長期的 術者 蓄積 いう 第 章 析 得 課

処 蓄積 指標 ン ン

思考 術経営 い う  

思考 術経営 第 章第 章 述 う 業績 一時的

招い う場合 懸念 短期的 業 果 追及 や 業部門

目標設定 中長期的 術蓄積 疎 い 要素 術蓄積部門 目標設定 明確

短期的業績 最 限 時 方 葛藤

従来 い共鳴場
1

生 新 い ン 誘発

期待 い  
                                                   
1

 ン 誘発 共鳴場 概念 山 核』1Ｂ 言  
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 結言 

 

国 電機産業 長性 面 益性 面 代 比 業績

い 数 的 第 章 述 あ 電機産業 属 い 企業

術者 語 合う 身 感 い わ 研究 開発 設計 い

術者 力 業 果 繋 い い いう議論 多

人々 議論 中 筆者 感 皆 高い能力 持 能

い いう あ 何故電機産業全体 業績 い

研究動機 研究 進  

水 業 標準 問 や新興国 頭 先行研究 課 起

筆者 敢え 派的 価格決定や 庫調整 意思決定

析 開始 蓄積 術 何故足 選択 中 中

長期的 業績向 寄 選択 中 何故出来 い 製造業 求

選択 中 何 目的 あ いう ン

析  

析結果 先行研究 総合的 瞰 い 企業 術者や

経営者 方々 議論 い い 結果 思考 術経

営 言 実現 方法 一例 章 述

筆者 研究 問 意識 柱 解決 考え い 論文

冒頭第 章 述 因果関 わ 研究開発 果 業 果 繋

い いう因果関 い う 注力 術領域 再定義 章

言 あ 術領域 再定義 あ 資源

わ 必要 開発設計能力 実際 開発設計能力 最 打

手 章 言 あ 短期的 業 果 術蓄積 両立 運営 あ 中

長期的 計画的 人 育 通 術蓄積 行い 短期的 業 果 時 得

う 言 あ  

無論 言 実行 企業 情 応 設計 必要 あ

効果 多 人々 得 必要 あ う 言う

い 研究 言 国 電機産業 働 術者 働 い 高 繋

甚 あ  
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